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汗
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漢
籍
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

懐
信
と
保
義
の
間　
　

 

村　

井　
　

恭　

子

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
覇
を
称
え
た
ウ
イ
グ
ル
可
汗
国
（
七
四
四
～
八
四
〇
年
（
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
戦
前
か
ら
現
在
ま
で
多
く
の
研
究

が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
可
汗
の
系
譜
と
い
う
基
本
問
題
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
日
中
両
学
界
の
間
で
は
、
懐
信
可
汗
か
ら
保
義
可

汗
へ
の
継
襲
に
つ
い
て
は
異
な
る
意
見
が
並
立
し
、
長
年
に
わ
た
り
そ
の
認
識
に
齟
齬
が
生
じ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
中
国
王
朝
の
諸
漢
籍
の
記
事
を
総
合
整
理
す
る
と
﹁
懐
信
︱
Ａ
︱
Ｂ
︱
保
義（１
（﹂
と
、
懐
信
・
保
義
両
可
汗
の
間
に
二
人

の
可
汗
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
Ｂ
に
関
し
て
は
、
つ
と
に
研
究
者
に
よ
り
記
事
誤
入
と
し
て
存
在
が
否
定
さ
れ
、
現
在

な
お
異
議
は
な
い
。
一
方
、
Ａ
に
関
し
て
は
、
日
本
で
は
一
九
五
一
年
に
山
田
信
夫
が
﹁
九
姓
回
鶻
可
汗
の
系
譜　
　

漠
北
時
代
ウ
イ

グ
ル
史
覚
書
１　

〓
（
２
（

　
﹂
を
発
表
し
て
そ
の
存
在
を
否
定
し
、
そ
れ
ま
で
定
説
だ
っ
た
﹁
懐
信
︱
Ａ
︱
保
義（３
（﹂
説
を
覆
し
、﹁
懐
信
︱
保

義
﹂
説
（
以
下
、
山
田
説
（
を
提
唱
し
た
。
山
田
は
、
シ
ネ
ウ
ス
碑
文
・
カ
ラ
バ
ル
ガ
ス
ン
碑
文
や
諸
漢
籍
が
記
す
ウ
イ
グ
ル
可
汗
の
漢

字
表
記
の
名
号
か
ら
古
代
ト
ル
コ
語
の
名
号
を
復
元
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
も
と
に
可
汗
の
系
譜
を
確
定
し
た
（〈
可
汗
表
〉（。
こ
の
山
田

一
五
七



34

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
〇
巻
　

第
二
号

説
は
、
安
部
健
夫
・
森
安
孝
夫
ら
に
よ
り
支
持
さ
れ
、
日
本
の
学
界
に
お
け
る
定
説
と
な
っ
た
（
４
（。
ま
た
、
英
語
圏
で
も
一
九
七
二
年
に

マ
ッ
ケ
ラ
ス
が
山
田
説
を
紹
介
し
、
支
持
し
た
（
５
（。

　

一
方
、
中
国
で
は
Ａ
を
滕
里
可
汗
（
在
位
八
〇
五
～
八
〇
八
年
（
な
ど
と
呼
び
、
一
般
概
説
書
か
ら
専
門
論
文
ま
で
、
現
在
も
な
お
﹁
懐

信
︱
滕
里
︱
保
義
﹂
と
い
う
滕
里
可
汗
存
在
説
（
以
下
、
滕
里
説
（
を
採
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
第
一
に
、
一
九
七
五
年
に

台
湾
の
劉
義
棠
が
﹁
漠
北
回
鶻
可
汗
世
系
、
名
号
考（６
（﹂
に
お
い
て
古
代
ト
ル
コ
語
を
用
い
つ
つ
、
山
田
説
を
痛
烈
に
批
判
し
て
こ
れ
を

否
定
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
山
田
論
文
は
一
九
七
八
年
に
大
陸
に
お
い
て
全
文
中
国
語
訳
さ
れ
た
が
（
７
（、
文
革
後
の
八
〇
・
九
〇
年
代
に
、

当
該
学
界
の
立
て
直
し
を
担
っ
た
大
陸
の
代
表
的
研
究
者
が
劉
義
棠
の
批
判
を
受
容
し
、
山
田
説
の
採
択
に
慎
重
な
態
度
ま
た
は
否
定

的
な
態
度
を
と
っ
た
こ
と
、
第
三
に
、
大
陸
で
は
カ
ラ
バ
ル
ガ
ス
ン
碑
文
や
ウ
イ
グ
ル
史
に
関
す
る
日
本
の
代
表
的
研
究
者
と
し
て
、

﹁
懐
信
︱
Ａ
︱
保
義
﹂
説
（
滕
里
説
（
を
採
る
羽
田
亨
の
研
究（８
（が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
山
田
説
が
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。

　

具
体
例
を
示
せ
ば
、
劉
美
崧
著
﹃
両
唐
書
回
紇
伝
回
鶻
伝
疏
証
﹄
は
、
劉
義
棠
の
研
究
を
参
照
す
る
と
と
も
に
羽
田
・
山
田
・
マ
ッ

ケ
ラ
ス
の
研
究
を
紹
介
し
、
懐
信
～
保
義
間
の
継
襲
に
つ
い
て
は
結
論
を
保
留
す
る
（
９
（。
た
だ
し
、
程
溯
洛
に
よ
る
そ
の
書
の
跋
文
で
は
、

可
汗
継
襲
に
関
し
て
滕
里
説
を
採
り
、
山
田
説
に
言
及
せ
ず
、
羽
田
の
研
究
に
言
及
す
る
（
₁₀
（

。
ま
た
林
幹
・
高
自
厚
著
﹃
回
紇
史
﹄
で
は

滕
里
説
を
採
り
、
そ
の
際
、
劉
義
棠
論
文
を
参
照
す
る
（
₁₁
（

。
さ
ら
に
、
林
幹
は
﹃
突
厥
与
回
紇
史
﹄
で
山
田
の
研
究
を
紹
介
す
る
が
、
そ

の
内
容
は
可
汗
号
の
ト
ル
コ
語
音
復
元
部
分
の
み
に
と
ど
ま
り
、
可
汗
継
襲
は
滕
里
説
を
採
る
（
₁₂
（

。
こ
れ
ら
は
劉
義
棠
の
批
判
を
受
け
入

れ
、
山
田
説
を
却
け
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

一
五
八
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イ
グ
ル
可
汗
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唐
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漢
籍
史
料
　
　
村
井

〈
可
汗
表
〉続
 柄

可
　
　
　
汗
　
　
　
号

唐
よ
り

贈
ら
れ
し
号
即
位
前
の
称
号

又
は
個
人
名

在
位
年
代

I
薬
羅
葛
氏

köl   bilgä   qa γan
(Š.-U

.)
懐
　
仁

骨
力
裴
羅

744–747
闕
　
毗
伽
　
可
汗

(K
. B

.)

II
子

tängridä    　
  bolm

ïš　
 il　
　

 itm
iš 

bilgä   qa γan
(Š.-U

.)
英
武
威
遠

磨
延
啜

747–759
［
登
里
］
囉
　
没
蜜
施
　
頡
　
翳
徳
蜜
施

 
毗
伽
　
可
汗

(K
. B

.)
葛
勒
可
汗

III
子

tängridä  qut    bulm
ïš   il　

　
tutm

ïš　
  alp　

külüg  
bilgä   qa γan

(K
. B

.)
英
義
建
功

移
地
健

759–779
登
里
囉
　
汨
　
没
蜜
施

 頡
　
咄
登
蜜
施
　
合
　
倶
録

 
毗
伽
　
可
汗

牟
羽
可
汗

IV
従
父
兄

alp　
 qutlu γ　

bilgä   qa γan
（
各
史
書
）
武
義
成
功

頓
莫
賀
達
干

779–789
（
通
鑑
）

合
　
骨
咄
禄
　
毗
伽
　
可
汗

長
寿
天
親

V
子

tängridä   bolm
ïš 

külüg　
bilgä   qa γan

(K
. B

.)
忠
　
貞

多
邏
斯

789–790
登
里
囉
　
没
蜜
施

 
倶
録
　
毗
伽
　
可
汗

判
官
テ
ギ
ン

V
I

子
qutlu γ　

bilgä     qa γan
(K

. B
.)

奉
　
誠

阿
　
啜

790–795
汨
咄
禄
　
毗
伽
［
可
汗
］

V
II

𨁂
跌
氏

tängridä   ülüg　
 bulm

ïš　
 alp　

qutlu γ　
 ulu γ�

bilgä   qa γan
(K

. B
.)

懐
　
信

骨
咄
禄
将
軍

795–808
登
里
囉
　
羽
録
　
没
蜜
施
　
合
　
汨
咄
禄
　
胡
禄

 
毗
伽
　
可
汗

V
III

？
ay　

tängridä   qut　
bulm

ïš 
alp   bilgä   qa γan

(K
. B

.)
保
　
義

？
808–821

愛
　
登
里
囉
　
汨
　
没
蜜
施

 
合
　
毗
伽
　
可
汗

IX
？

kün   tängridä　
ülüg　

bulm
ïš 

(alp)　
 kü člüg    bilgä   qa γan

（
各
史
書
）

崇
　
徳

？
821–824

君
　
登
里
邏
　
羽
録
　
没
密
施

 
（
合
）　
句
主
録
　
毗
伽
　
可
汗

X
従
父
弟

ay　
tängridä   qut　

bulm
ïš 

alp   bilgä   qa γan
（
各
史
書
）

昭
　
礼

曷
薩
テ
ギ
ン

824–832
（
会
要
）
愛
　
登
里
囉
　
汨
　
没
密
施

 
合
　
毗
伽
　
可
汗

X
I

従
子

ay　
tängridä   qut　

bulm
ïš 

alp    külüg    bilgä   qa γan
（
各
史
書
）

彰
　
信

胡
テ
ギ
ン

832–839
愛
　
登
里
囉
　
汨
　
没
密
施

 
合

 　
句
録

 　
毗
伽
　
可
汗

X
II

？
？

　
　

㕎
馺
テ
ギ
ン

839–840
？

  （
㕎
颯
）

備
考
　
①
　
？

 は
不
明
。

 　
　
は
該
当
事
項
な
し
。

 
　
　
　
②
　

(Š.-U
.) は

 Šine-U
su碑

文
。

(K
. B

.)は
 K

ara-B
algassun碑

文
。

※
後
掲
註（

4
）森
安
「
ウ
イ
グ
ル
＝
マ
ニ
教
史
の
研
究
」

182～
183頁

の
可
汗
表
（
山
田
作
成
の
可
汗
表
に
修
正
を
加
え
た
も
の
）
を
参
照
。

一
五
九
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上
述
の
如
く
、
山
田
論
文
は
古
代
ト
ル
コ
語
を
用
い
て
可
汗
の
称
号
・
系
譜
を
復
元
し
、
そ
れ
を
も
と
に
漢
文
史
料
に
対
し
正
誤
を

判
断
し
た
り
修
正
を
施
し
た
り
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
妥
当
か
否
か
は
古
代
ト
ル
コ
語
を
理
解
し
な
け
れ
ば
判
断
が
難
し
い
。
ま
た
、

こ
の
可
汗
継
襲
に
つ
い
て
は
、
基
本
史
料
が
ほ
ぼ
す
べ
て
漢
文
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
古
代
ト
ル
コ
語
に
従
っ
て
処
理
す

る
山
田
の
手
法
は
、
主
に
漢
文
史
料
を
扱
う
研
究
者
に
は
同
意
し
が
た
く
感
じ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
₁₃
（

。

　

ウ
イ
グ
ル
可
汗
の
継
襲
に
関
し
て
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
研
究
者
が
漢
籍
上
の
関
連
記
事
の
﹁
混
乱
﹂
を
認
め
る
が
、
そ
の

原
因
は
い
ま
だ
文
献
学
上
の
手
続
き
に
沿
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
﹁
混
乱
﹂
こ
そ
が
、
上
述
の
認
識
の
齟
齬
を
生

む
主
要
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

山
田
説
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
六
七
年
の
歳
月
が
経
過
し
、
現
在
ま
で
に
﹃
冊
府
元
亀
﹄
の
宋
本
出
版
な
ど
に
み
ら
れ
る
史
書

の
整
備
、
新
史
料
の
発
見
、
ま
た
研
究
成
果
の
蓄
積
に
よ
り
研
究
条
件
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
漢
文
史
料
か
ら

再
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
漢
籍
記
事
の
成
立
年
代
や
そ
の
性
質
に
注
目
し
て
再
度
整
理
し
な
お

し
、
さ
ら
に
、
新
史
料
と
漢
籍
記
事
と
を
対
照
す
る
と
い
う
二
つ
の
方
法
か
ら
山
田
説
の
再
検
証
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
学
界
の
長
年

の
齟
齬
を
解
消
す
る
と
同
時
に
、
唐
宋
基
本
史
料
で
あ
る
漢
籍
の
性
格
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

一　

ウ
イ
グ
ル
可
汗
継
襲
に
関
す
る
漢
籍
記
事
の
再
整
理

　
　
　
　
　
　
　
（
一
（
関
連
漢
籍
の
状
況

　

羽
田
・
山
田
な
ど
ウ
イ
グ
ル
史
研
究
者
は
、
主
に
ウ
イ
グ
ル
側
の
碑
文
と
中
国
側
の
﹃
旧
唐
書
﹄﹃
新
唐
書
﹄﹃
唐
会
要
﹄﹃
冊
府
元

一
六
〇
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ウ
イ
グ
ル
可
汗
の
系
譜
と
唐
宋
漢
籍
史
料
　
　
村
井

亀
﹄﹃
資
治
通
鑑
﹄
の
ウ
イ
グ
ル
可
汗
冊
立
記
事
と
を
使
用
し
て
可
汗
の
系
譜
を
考
察
し
た
。
羽
田
・
山
田
は
そ
の
考
証
の
な
か
で
、
ウ

イ
グ
ル
関
連
の
記
事
の
み
で
は
あ
る
が
漢
籍
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
や
問
題
点
に
も
言
及
し
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
は
論
文
の
主
目
的
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
散
発
的
な
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
漢
籍
記
事
の
史
料
批
判
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
直
し
、
そ
こ
か
ら
可
汗

継
襲
に
関
わ
る
史
料
の
﹁
混
乱
﹂
の
原
因
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
西
田
祐
子
（
₁（
（

が
テ
ュ
ル
ク
系
契
苾
部
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
て
﹃
新
唐
書
﹄
回
鶻
伝
の
前
半
部
分
を

詳
細
に
考
察
し
、
そ
の
編
集
方
針
に
お
け
る
問
題
点
、
す
な
わ
ち
鉄
勒
が
ウ
イ
グ
ル
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
記
述
が
先

行
史
料
記
事
の
粗
雑
な
編
集
作
業
か
ら
成
り
、
編
集
の
過
程
で
厳
密
な
史
料
批
判
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
記
事
成
立
の
前
後
関
係
や
漢
籍
の
編
集
方
針
に
着
目
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
。
西
田
の
指
摘
は
、
本
稿
が
設
定
し
た

問
題
に
お
い
て
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
上
述
五
種
の
漢
籍
の
成
立
状
況
を
簡
単
に
確
認
し
よ
う
（
₁4
（

。
羽
田
も
指
摘
す
る
よ
う
に
（
₁₆
（

、﹃
唐
会
要
﹄
の
大
中
六
年
（
八
五
二
（

ま
で
の
記
事
は
唐
代
の
も
の
で
あ
る
。﹃
唐
会
要
﹄
は
北
宋
・
王
溥
に
よ
る
編
纂
物
（
建
隆
二
年
［
九
六
一
］
成
立
（
で
は
あ
る
が
（
₁₇
（

、
唐
代

の
蘇
冕
撰
﹃
会
要
﹄（
唐
初
～
徳
宗
貞
元
年
間
［
七
八
五
︱
八
〇
五
］（
と
崔
鉉
監
修
﹃
続
会
要
﹄（
貞
元
年
間
［
七
八
五
︱
八
〇
五
］
～
宣
宗
大
中

六
年
［
八
五
二
］（
と
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
王
溥
編
纂
時
に
大
中
七
年
（
八
五
三
（
以
降
の
記
事
を
補
足
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。﹃
会

要
﹄﹃
続
会
要
﹄
の
記
事
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
（
₁₈
（

、
同
時
代
史
料
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

五
代
後
晋
・
劉
昫
等
撰
﹃
旧
唐
書
﹄（
以
下
﹃
旧
書
﹄（
は
開
運
二
年
（
九
四
五
（
に
成
立
し
た
が
、
明
代
に
完
本
が
失
わ
れ
、
嘉
靖
年

間
（
一
五
二
二
～
一
五
六
六
（
に
二
種
類
の
南
宋
紹
興
残
本
を
も
と
に
再
度
編
纂
さ
れ
た
経
緯
を
持
つ
。
ま
た
、
そ
の
食
貨
志
が
﹃
会
要
﹄

一
六
一
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﹃
続
会
要
﹄
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外
国
伝
（
迴
紇
伝
（
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
は
不
詳
で
あ
る
も
の
の
、
情
報
の
継
承
関
係
を

有
す
る
可
能
性
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

の
こ
る
﹃
冊
府
元
亀
﹄﹃
新
唐
書
﹄﹃
資
治
通
鑑
﹄
は
、
み
な
北
宋
に
成
立
し
た
。
ま
ず
、
王
欽
若
等
撰
﹃
冊
府
元
亀
﹄（
大
中
祥
符
六

年
［
一
〇
一
三
］
成
立
。
以
下
﹃
冊
府
﹄（
の
ウ
イ
グ
ル
可
汗
継
襲
関
係
記
事
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
羽
田
・
山
田
に
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
本
書
巻
九
六
七
外
臣
部
継
襲
門
二
と
巻
九
六
五
外
臣
部
封
冊
門
三
と
は
情
報
が
矛
盾
す
る
一
方
、
②
巻
九
六
七
外
臣
部

継
襲
門
二
は
﹃
唐
会
要
﹄
巻
九
八
迴
紇
に
依
拠
す
る
、
あ
る
い
は
同
一
史
料
を
そ
の
ま
ま
採
録
す
る
と
い
う
（
₁₉
（

。
換
言
す
れ
ば
、﹃
冊
府
﹄

外
臣
部
は
、
同
一
の
部
の
な
か
で
編
集
方
針
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
本
書
外
臣
部
は
少
な
く
と
も
各
巻
を
個
別
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
状
況
が
外
臣
部
以
外
に
も
み
ら
れ
る
可
能
性
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
、
欧
陽
脩
・
宋
祁
等
撰

﹃
新
唐
書
﹄（
嘉
祐
五
年
［
一
〇
六
〇
］
成
立
。
以
下
﹃
新
書
﹄（
は
、
西
田
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
そ
の
回
鶻
伝
は
少
な
く
と
も
﹃
唐
会
要
﹄﹃
旧

書
﹄﹃
冊
府
﹄
を
参
照
す
る
（
一
一
九
頁
（
が
、
そ
の
編
集
方
針
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
司
馬
光
撰

﹃
資
治
通
鑑
﹄（
元
豊
七
年
［
一
〇
八
四
］
成
立
。
以
下
﹃
通
鑑
﹄（
は
も
っ
と
も
お
そ
く
成
立
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
上
記
諸
漢
籍
の
み
な
ら

ず
実
録
・
野
史
な
ど
多
く
の
史
料
を
参
照
す
る
。

　

以
上
か
ら
、
本
稿
で
扱
う
ウ
イ
グ
ル
可
汗
の
継
襲
問
題
に
関
し
て
、
こ
の
五
書
の
記
事
成
立
の
順
は
、
古
い
も
の
か
ら
列
挙
す
れ
ば

﹃
唐
会
要
﹄
↓
﹃
旧
書
﹄
↓
﹃
冊
府
﹄
↓
﹃
新
書
﹄
↓
﹃
通
鑑
﹄
と
な
る
。
ま
た
、
情
報
の
継
承
関
係
も
概
ね
こ
れ
に
準
じ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、﹃
冊
府
﹄
と
﹃
新
書
﹄
は
成
立
時
期
が
近
い
の
で
、
直
接
の
継
承
と
い
う
よ
り
は
同
じ
材
料
に
拠
り
記
事
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に

編
集
し
た
可
能
性
が
高
い
（
₂₀
（

。
ま
た
、
上
述
の
如
く
﹃
旧
書
﹄
は
散
逸
の
経
緯
が
あ
る
点
、﹃
冊
府
﹄
は
各
巻
で
情
報
採
択
の
方
針
が
異
な

一
六
二
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る
可
能
性
が
あ
る
点
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
ウ
イ
グ
ル
可
汗
の
継
襲
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
は
、
漢
籍
間
の
情
報
の
継
承
に
関
し
て
、
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
、

つ
ま
り
前
代
の
漢
籍
に
記
載
さ
れ
る
情
報
を
後
代
の
漢
籍
が
採
択
し
な
い
事
例
に
つ
い
て
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
官
撰
書

物
の
場
合
、
後
代
の
漢
籍
が
前
代
漢
籍
の
情
報
を
不
採
択
と
す
る
に
は
概
ね
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
は
当
該
書
物
の
編

集
方
針
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
注
意
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
（
ウ
イ
グ
ル
可
汗
の
交
代
に
関
す
る
記
事

　

諸
漢
籍
の
ウ
イ
グ
ル
可
汗
冊
立
記
事
を
み
る
と
、
大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
唐
よ
り
派
遣
さ
れ
た
弔
祭
・
冊
立

の
使
者
の
情
報
と
と
も
に
可
汗
交
代
・
冊
立
の
情
報
を
有
す
る
も
の
、
②
可
汗
の
交
代
・
冊
立
記
事
の
み
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
具
体
例
を
あ
げ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

①
﹃
旧
書
﹄
巻
一
四
九
張
薦
伝
（
四
〇
二
四
頁
（
₂₁
（

（

會
差
使
册
迴
紇
毗
伽
懷
信
可
汗
及
弔
祭
、
乃
命
薦
抒
御
史
中
丞
、
入
迴
紇
。

會た
ま
たま
使
を
差
は
し
迴
紇
毗
伽
懷
信
可
汗
を
册
し
、
及
び
（
前
代
可
汗
を
（
弔
祭
せ
ん
と
す
る
に
、
乃
ち
薦
に
命
じ
御
史
中
丞
を
抒

ね
、
迴
紇
に
入
ら
し
む
。

②
﹃
旧
書
﹄
巻
一
九
五
迴
紇
伝
（
五
二
一
〇
頁
（

貞
元
十
一
年
六マ
マ

月
（
₂₂
（

庚
寅
、
册
拜
迴
紇
騰
里
邏
羽
錄
沒
密
施
合
祿
胡
毗
［
伽
］
懷
信
可
汗
。

一
六
三
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〈
表
１
　
ウ
イ
グ
ル
可
汗
の
弔
祭
・
冊
立
と
唐
派
遣
使
者
〉

唐
会
要

旧
唐
書

冊
654

冊
965

冊
979

冊
980

新
唐
書

通
鑑

懐
信
可
汗

冊立
張
薦 （
巻

98）
貞
元

10年（
794）

5
月

張
薦 （
紀
・
張
薦
伝
）

貞
元

11年（
795）

5
月
庚
寅

張
薦

貞
元

11年
5
月

張
薦
（
回
伝
・
張

薦
伝
）

貞
元

11年

張
薦

貞
元

11年
5
月
庚
寅

弔祭
孫
杲 （
巻

98）
永
貞
元
年（

805）11月
孫
杲

永
貞
元
年

11月
孫
杲 （
回
伝
）

永
貞
元
年

孫
杲

永
貞
元
年

11月

滕
里
可
汗(A
)

冊立
孫
杲 （
巻

98）
永
貞
元
年

11月
孫
杲

永
貞
元
年

11月

［
孫
杲

永
貞
元
年

11月
］

孫
杲 （
回
伝
）

永
貞
元
年

孫
杲

永
貞
元
年

11月

弔祭
張
茂
宣 （
巻

98）
元
和

7
年（

812）正
月

B

冊立
張
茂
宣 （
巻

98）
元
和

7
年
正
月

弔祭
李
孝
誠 （
巻

98）
元
和

11年（
816）11月

保
義
可
汗

冊立
李
孝
誠 （
巻

98）
元
和

11年
11月

［
柳
晟 （
柳
晟
伝
）

元
和
年
間
］

［
柳
晟

元
和
初

兼
弔
祭
使
］

柳
晟

元
和

3
年

（
808）

5
月

※
本
文
註（

43）
参
照

李
孝
誠 （
回
伝
）

元
和

3
年

［
柳
晟 （
柳
晟
伝
）

元
和
年
間
］

弔祭
裴
通 （
回
伝
）

長
慶
元
年（

821）
4
月

崇
徳
可
汗

冊立
胡
証 （
巻

6
･98）

長
慶
元
年

5
月（
巻

6
）

／
7
月（
巻

98）

裴
通 （
回
伝
）

長
慶
元
年

4
月

胡
証 （
紀
・
回
伝
）

長
慶
元
年

5
月
甲
子

裴
通

長
慶
元
年

4
月

胡
証

長
慶
元
年

5
月
甲
子

？（
回
伝
）

※
使
者
個
人
名
・
日

付
な
し

弔祭
鄭
権 （
巻

98）
長
慶

3
年（

823）

［
于
人
文

宝
暦
元
年

（
825）

3
月
］

一
六
四
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可
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の
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貞
元
十
一
年
（
七
九
五
（
六マ
マ

月
庚
寅
、
迴
紇
騰
里
邏
羽
錄
沒
密
施
合
祿
胡
毗
［
伽
］
懷
信
可
汗
を
册
拜
す
。

　

と
く
に
、
①
の
記
事
に
は
﹁
派
遣
さ
れ
た
使
者
の
記
録
﹂
と
い
う
要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
（
一
（
で
述
べ
た
羽
田
・
山
田

の
指
摘
、
各
漢
籍
の
成
立
状
況
と
、
上
記
①
の
﹁
使
者
﹂
に
注
目
し
て
、
懐
信
可
汗
か
ら
彰
信
可
汗
ま
で
の
冊
立
・
弔
祭
の
状
況
を
示

す
と
、〈
表
１　

ウ
イ
グ
ル
可
汗
の
弔
祭
・
冊
立
と
唐
派
遣
使
者
〉
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
横
は
、
左
か
ら
右
に
漢
籍
記
事
成
立

の
順
を
示
し
、
縦
は
時
代
順
で
、
上
か
ら
下
に
歴
代
可
汗
の
弔
祭
・
冊
立
を
行
っ
た
使
者
を
記
す
。

　
〈
表
１
〉
を
み
る
と
、
ま
ず
﹃
唐
会
要
﹄
は
、
使
者
派
遣
の
記
録
が
他
書
に
比
べ
て
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら

本
書
は
、
使
者
派
遣
の
記
録
を
ウ
イ
グ
ル
可
汗
交
代
記
事
の
主
要
要
素
と
し
て
構
成
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
つ
ぎ

昭
礼
可
汗

冊立
鄭
権 （
巻

98）
長
慶

3
年

？（
紀
・
回
伝
）

宝
暦
元
年

5
月
庚
申

（
紀
）／
長
慶

2
年

（
822）

5
月（
回
伝
）

※
使
者
個
人
名
な
し

本
文
註（

37）参
照

？宝
暦
元
年

5
月

※
使
者
個
人
名

な
し

［
于
人
文

宝
暦
元
年

3
月
］

？（
回
伝
）

敬
宗
即
位
之
年（
長

慶
4
年［

824］？
）

※
使
者
個
人
名
な
し

于
人
文

宝
暦
元
年

3
月
辛
酉

弔祭
唐
弘
実 （
巻

98）
大
和

6
年（

832）
唐
弘
実 （
回
伝
）

大
和

7
年（

833）

［
唐
弘
実

大
和

7
年

4
月
］

彰
信
可
汗
冊立
唐
弘
実 （
巻

98）
大
和

6
年

唐
弘
実 （
紀
・
回
伝
）

大
和

7
年

4
月
甲
申

唐
弘
実

大
和

7
月（
年
）

4
月

［
唐
弘
実

大
和

7
年

4
月
］

唐
弘
実 （
回
伝
）

大
和

7
年

※
略
称
…
唐
会
要
＝
『
唐
会
要
』
巻

6
和
蕃
公
主
雑
録
、
巻

98迴
紇
、
冊
＝
『
冊
府
元
亀
』、
巻

654奉
使
部
恩
奨
門
、
巻

965外
臣
部
封
冊
門

3（
宋
本
な
し
）、
巻

979外
臣

部
和
親
門

2
、
巻

980外
臣
部
通
好
門
、
通
鑑
＝
『
資
治
通
鑑
』、
回
伝
＝
迴
紇
伝

/回
鶻
伝

※
［
　
］
…
弔
祭
・
冊
立
使
担
当
記
事
は
あ
る
が
対
象
の
可
汗
名
を
記
さ
な
い
も
の
、
ま
た
は
可
汗
名
を
記
す
が
該
当
者
不
明
の
も
の
。

※
使
者
の
具
体
的
任
務
を
記
載
し
な
い
「
入
回
鶻
使
」
の
事
例
は
含
め
な
い
。

一
六
五
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に
、
一
度
散
逸
し
た
﹃
旧
書
﹄
は
保
留
す
る
と
し
て
、﹃
冊
府
﹄﹃
新
書
﹄﹃
通
鑑
﹄
は
、
必
ず
し
も
最
も
古
い
﹃
唐
会
要
﹄
の
記
事
を
つ

ね
に
継
承
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

さ
ら
に
、
山
田
説
は
滕
里
可
汗
（
Ａ
（
と
Ｂ
の
存
在
を
否
定
す
る
の
だ
が
、﹃
唐
会
要
﹄
は
こ
の
両
可
汗
の
存
在
お
よ
び
彼
ら
に
対
す

る
弔
祭
・
冊
立
の
使
者
を
記
し
、
他
書
も
一
部
同
意
す
る
。
こ
こ
で
山
田
説
と
矛
盾
す
る
両
可
汗
の
弔
祭
・
冊
立
を
担
当
し
た
と
さ
れ

る
の
は
、
孫
杲
・
張
茂
宣
・
李
孝
誠
の
三
人
の
使
者
で
あ
る
。
以
下
、
章
を
あ
ら
た
め
、
こ
の
三
人
の
使
者
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

　
　
　
　
　

二　

新
史
料
に
よ
る
唐
朝
派
遣
使
者
の
検
証　
　

孫
杲
と
張
茂
宣
の
事
例

　

従
来
、
ウ
イ
グ
ル
可
汗
継
襲
問
題
は
、
主
に
伝
世
史
料
で
あ
る
漢
籍
の
該
当
記
事
の
比
較
や
数
量
の
多
寡
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
き

た
が
、
本
章
で
は
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
要
素
を
も
つ
新
史
料
、
す
な
わ
ち
唐
側
使
者
の
墓
誌
を
使
用
す
る
。
前
章
で
あ
げ
た
山
田
説
と

矛
盾
す
る
可
汗
の
弔
祭
・
冊
立
を
担
当
し
た
三
人
の
唐
側
使
者
の
う
ち
、
孫
杲
と
張
茂
宣
（〈
表
１
〉（
の
墓
誌
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ま
ず
は
こ
の
二
人
に
つ
い
て
検
証
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
一
（
孫
杲
（
元
和
四
年
［
八
〇
九
］
閏
三
月
二
四
日
死
去
、
享
年
六
八
（

　

山
田
は
こ
の
使
者
に
つ
い
て
、
徳
宗
貞
元
二
十
年
（
八
〇
四
（
の
ウ
イ
グ
ル
と
の
国
交
再
開
を
機
に
派
遣
さ
れ
た
、
唐
側
が
懐
信
可
汗

を
ウ
イ
グ
ル
可
汗
と
し
て
認
め
る
﹁
册
迴
紇
可
汗
﹂
の
使
者
だ
っ
た
と
述
べ
る
（
一
〇
六
頁
（。
し
か
し
、
懐
信
可
汗
に
対
し
て
は
す
で

に
貞
元
十
一
年
（
七
九
五
、﹃
唐
会
要
﹄
で
は
貞
元
十
年
［
七
九
四
］（
に
張
薦
が
派
遣
さ
れ
て
冊
立
が
行
わ
れ
て
お
り
、
山
田
の
主
張
と
は

一
六
六
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矛
盾
す
る
。
マ
ッ
ケ
ラ
ス
は
こ
の
点
に
鑑
み
、
懐
信
可
汗
に
対
し
前
回
の
冊
立
で
贈
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
名
号
を
、
孫
杲
派
遣
に
よ
り

贈
っ
た
の
だ
ろ
う
と
述
べ
る
（
一
八
九
頁
（。

　

一
方
、
漢
籍
の
状
況
は
、〈
表
１
〉
の
如
く
﹃
旧
書
﹄
に
は
記
録
が
な
く
、﹃
唐
会
要
﹄﹃
冊
府
﹄
巻
九
六
五
・
巻
九
八
〇
お
よ
び
﹃
新

書
﹄﹃
通
鑑
﹄
は
、
孫
杲
を
懐
信
可
汗
の
弔
祭
・
滕
里
可
汗
の
冊
立
の
使
者
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
記
録
こ
そ
が
滕
里
説　
　

永

貞
元
年
（
八
〇
五
（
十
一
月
に
お
け
る
懐
信
可
汗
か
ら
滕
里
可
汗
へ
の
交
代　
　

の
重
要
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、﹁
孫
杲
墓
誌
﹂
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。
こ
の
墓
誌
は
、
早
く
一
九
八
九
年
に
﹃
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
﹄

に
お
い
て
拓
本
写
真
が
公
表
さ
れ
、
現
在
で
は
拓
本
写
真
・
録
文
と
も
に
複
数
の
資
料
集
で
確
認
が
可
能
で
あ
る
（
₂₃
（

。
し
か
し
、
い
ず
れ

の
拓
本
写
真
も
画
像
が
不
鮮
明
で
、
録
文
と
の
対
照
が
難
し
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
北
京
の
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
原
拓
を
調
査

し
た
（
₂（
（

。
そ
の
際
、
本
墓
誌
で
は
誌
文
全
体
を
通
じ
て
尊
敬
表
現
が
規
則
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
気
づ
い
た
。
す
な
わ
ち
、

皇
帝
の
名
に
対
し
二
つ
の
空
格
、
皇
室
・
朝
廷
関
連
お
よ
び
孫
杲
と
そ
の
父
祖
に
一
つ
の
空
格
、
妻
常
氏
の
父
祖
に
欠
筆
を
用
い
て
い

る
。
以
下
に
墓
誌
に
記
さ
れ
る
孫
杲
の
ウ
イ
グ
ル
へ
の
派
遣
部
分
を
示
す
（
○
は
空
格
、
傍
線
と
番
号
は
筆
者
に
よ
る
（。

時
偶
○
旁
求
之
詔
、
雅
符
廉
問
之
薦
、
再
居
○
王
府
、
步
武
鵷
行
。
①
屬
○
○
順
宗
升
遐
、
天
下
震
悼
。
○
○
今
上
嗣
位
、
率
土

稱
慶
、
宜
申
興
亡
之
運
、
俾
竭
梯
航
之
誠
、
率
由
此
衟
、
爰
命
傑
俊
。
○
公
有
和
眾
之
德
、
應
對
之
才
、
固
當
杖
旄
節
之
雄
、
②

吿
○
存
歿
之
役
。
③
歷
砂
磧
、
履
堅
氷
、
展
以
忠
貞
、
深
入
遐
阻
、
恭
宣
○
漢
詔
、
深
愴
蕃
情
。
初
結
葬
衣
之
悲
、
旋
切
來
○
朝

之
戀
。
昔
年
漢
使
、
因
或
拘
留
、
旣
悅
甘
言
、
悉
還
京
闕
。
罷
羊
馬
之
入
、
杜
縑
繒
之
求
、
安
彼
虜
庭
、
存
○
我
國
用
、
不
辱
○

君
命
、
美
哉
使
乎
。
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時
に
偶た
ま
たま
旁
求
の
詔
あ
り
、
雅も
と

よ
り
廉
問
の
薦
に
符
せ
ば
、
再
び
王
府
に
居
り
、
武
の
鵷
行
（
朝
官
の
行
列
（
を
步
む
。
①
順
宗
の

升
遐
に
屬あ

た
り
、
天
下
震
悼
す
。
今
上
位
を
嗣
ぎ
（
憲
宗
、
永
貞
元
年
［
八
〇
五
］
八
月
（、
率
土
稱
慶
す
れ
ば
、
宜
く
興
亡
の
運
を

申
べ
、
梯
航
の
誠
を
竭
く
し
む
べ
く
、
此
の
衟
に
率
由
し
、
爰こ
こ

に
傑
俊
に
命
ず
。
公
（
孫
杲
（
は
和
眾
の
德
、
應
對
の
才
有
り
、

固も
と

よ
り
旄
節
を
杖と

る
の
雄
、
②
存
歿
を
吿
ぐ
る
の
役
に
當
る
。
③
砂
磧
を
歷
、
堅
氷
を
履
み
、
展
ぶ
る
に
忠
貞
を
以
て
し
、
深
く

遐
阻
に
入
り
、
恭
し
ん
で
漢
詔
を
宣
べ
、
深
く
蕃
情
を
愴
ま
し
む
。
初
め
て
葬
衣
の
悲
を
結
び
、
旋か
え

り
て
來
朝
の
戀
を
切
に
す
。

昔
年
の
漢
使
、
因
り
て
或
は
拘
留
せ
ら
る
る
も
、
旣
に
し
て
甘
言
に
悅
べ
ば
、
悉
く
京
闕
に
還
る
。
羊
馬
の
入
る
を
罷
め
、
縑
繒

の
求
め
を
杜ふ
さ

ぎ
、
彼
の
虜
庭
を
安
ん
じ
、
我
が
國
用
を
存
し
、
君
命
を
辱
め
ず
、
美
は
し
き
か
な
使
す
る
や
。

　

墓
誌
は
、
孫
杲
の
派
遣
時
間
を
憲
宗
が
即
位
し
た
永
貞
元
年
（
八
〇
五
（
八
月
以
降
の
、
ゴ
ビ
沙
漠
の
北
に
﹁
堅
冰
﹂
が
張
る
時
期
だ

と
記
す
（
傍
線
部
③
（。
こ
れ
は
漢
籍
史
料
が
記
す
十
一
月
と
概
ね
符
合
す
る
だ
ろ
う
（〈
表
１
〉（。
つ
ぎ
に
孫
杲
の
任
務
に
つ
い
て
は
、

墓
誌
は
順
宗
か
ら
憲
宗
へ
の
唐
皇
帝
交
代
の
状
況
を
述
べ
（
傍
線
部
①
（、
彼
が
﹁
吿
○
存
歿
之
役
﹂
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
（
傍

線
部
②
（。
つ
ま
り
、
彼
は
順
宗
の
死
去
お
よ
び
唐
皇
帝
の
交
代
を
ウ
イ
グ
ル
側
へ
告
げ
る
﹁
告
哀
使
﹂
だ
っ
た
の
で
あ
り
（
₂4
（

、
こ
れ
は
漢

籍
史
料
が
弔
祭
冊
立
使
だ
と
記
す
状
況
と
完
全
に
矛
盾
す
る
。

　

な
お
、﹁
孫
杲
墓
誌
﹂
を
紹
介
し
た
陳
瑋
と
李
金
鑫
は
、
い
ず
れ
も
墓
誌
の
こ
の
部
分
を
諸
漢
籍
の
記
事
と
比
較
し
、
墓
誌
が
記
す
孫

杲
の
任
務
を
弔
祭
冊
立
使
だ
と
認
め
る
が
（
₂₆
（

、
墓
誌
の
文
脈
か
ら
み
て
も
、
空
格
の
位
置
か
ら
み
て
も
、
こ
の
﹁
存
歿
﹂
は
唐
皇
帝
の
状

況
を
記
す
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
諸
漢
籍
の
う
ち
﹃
冊
府
﹄
巻
九
八
〇
外
臣
部
通
好
門
（
₂₇
（

の
み
は
、

一
六
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憲
宗
永
貞
元
年
十
一
月
、
以
通
王
府
長
史
孫
果マ
マ

爲
鴻
臚
少
卿
抒
御
史
中
丞
・
持
節
充
册
立
廻
鶻
使
。

憲
宗
永
貞
元
年
（
八
〇
五
（
十
一
月
、
通
王
府
長
史
孫
果マ
マ

を
以
て
鴻
臚
少
卿
抒
御
史
中
丞
・
持
節
充
册
立
廻
鶻
使
と
爲
す
。

と
、
他
書
と
は
異
な
り
、
孫
杲
の
肩
書
き
に
つ
い
て
﹁
通
王
府
長
史
﹂
と
い
う
具
体
的
な
情
報
を
有
す
る
。
こ
れ
は
墓
誌
の
﹁
再
居
○

王
府
﹂
と
概
ね
符
合
す
る
か
ら
正
し
い
情
報
で
あ
ろ
う
。
北
宋
期
に
は
ま
だ
孫
杲
が
親
王
府
僚
佐
で
あ
っ
た
記
録
が
残
っ
て
い
た
と
み

ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
上
掲
記
事
は
孫
杲
の
任
務
を
﹁
册
立
廻
鶻
使
﹂
と
記
し
、
墓
誌
と
矛
盾
す
る
。
で
は
、
墓
誌
の
撰
者

（
姓
名
不
明
（
が
任
務
を
誤
解
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
墓
誌
序
文
の
末
尾
に
、﹁
嗣
子
（
孫
鍊
（
予
の
還
往
の
分
の
深
き
を
以
て
、
誌
を
爲
す
を
託
せ
ら
れ
、
爰こ
こ

に
茂
實
を
徵
し
、
用

て
貞
石
に
刋
す
（
嗣
子
以
予
還
往
分
深
、
見
託
爲
誌
、
爰
徵
茂
實
、
用
刋
貞
石
（﹂
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
墓
誌
の
撰
者
は
長
男
孫
鍊

か
ら
誌
文
作
成
を
依
頼
さ
れ
た
際
に
、
生
前
の
孫
杲
に
関
す
る
資
料
を
直
接
受
け
取
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
官
職
や
任
務
を
誤

る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
﹃
冊
府
﹄
巻
九
八
〇
に
つ
い
て
は
、
北
宋
期
に
存
在
し
た
孫
杲
の
肩
書
き

に
関
す
る
情
報
と
、
冊
立
使
の
情
報
（
お
そ
ら
く
こ
れ
よ
り
早
く
成
立
し
た
﹃
唐
会
要
﹄
あ
る
い
は
﹃
続
会
要
﹄
由
来
の
も
の
（
と
い
う
二
系
統

の
情
報
を
合
成
し
た
記
事
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
孫
杲
の
肩
書
き
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
告
哀
使
任
命
の
情
報
を
含
ん
で
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う

の
も
、
も
し
告
哀
使
の
情
報
を
含
ん
で
い
た
な
ら
ば
、
後
述
の
張
茂
宣
・
鄭
権
の
例
の
如
く
、
少
な
く
と
も
﹃
冊
府
﹄﹃
新
書
﹄﹃
通
鑑
﹄

は
孫
杲
の
派
遣
記
事
自
体
を
採
択
し
な
い
、
あ
る
い
は
、
こ
の
三
書
の
間
で
異
な
る
情
報
採
択
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

一
六
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以
上
か
ら
、
孫
杲
は
弔
祭
冊
立
使
で
は
な
く
、
順
宗
の
死
去
を
伝
え
る
告
哀
使
と
し
て
ウ
イ
グ
ル
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
諸
漢

籍
の
成
立
状
況
か
ら
、
彼
を
弔
祭
冊
立
使
と
す
る
情
報
は
﹃
唐
会
要
﹄
か
ら
他
書
に
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
（
張
茂
宣
（
元
和
九
年
［
八
一
四
］
三
月
二
七
日
死
去
、
享
年
四
六
（

　

漢
籍
に
お
け
る
張
茂
宣
の
ウ
イ
グ
ル
派
遣
記
事
は
、

﹃
唐
会
要
﹄
巻
九
八
迴
紇
（
二
〇
七
三
頁
（
₂₈
（

（

（
元
和
（
六
年
、
迴
鶻
可
汗
卒
。
遣
使
掘
野
居
葛
勒
將
軍
來
吿
喪
。
七
年
正
月
、
册
命
可
汗
爲
軍
登
里
邏
骨
德
密
施
合
毗
伽
可
汗
、

命
檢
校
工
部
尙
書
・
鴻
臚
卿
抒
御
史
大
夫
張
茂
宣
持
節
弔
祭
册
立
之
。

（
元
和
（
六
年
（
八
一
一
（、
迴
鶻
可
汗
卒
す
。
掘
野
居
葛
勒
將
軍
を
遣
使
し
來
た
り
喪
を
吿
ぐ
。
七
年
（
八
一
二
（
正
月
、
可
汗
を

册
命
し
軍
登
里
邏
骨
德
密
施
合
毗
伽
可
汗
と
爲
し
、
檢
校
工
部
尙
書
・
鴻
臚
卿
抒
御
史
大
夫
張
茂
宣
に
命
じ
節
を
持
し
こ
れ
を
弔

祭
册
立
せ
し
む
。

﹃
冊
府
﹄
巻
九
八
〇
外
臣
部
通
好
門
（
宋
本
三
九
一
五
頁
、
明
本
一
一
五
一
五
頁
（

（
元
和
（
七
年
正
月
癸
未
、
以
鴻
臚
卿
張
茂
宣
充
入
廻
鶻
使
、
通
事
舍
人
張
賈
副
焉
。

（
元
和
（
七
年
（
八
一
二
（
正
月
癸
未
、
鴻
臚
卿
張
茂
宣
を
以
て
入
廻
鶻
使
に
充
て
、
通
事
舍
人
張
賈
も
て
こ
れ
に
副
は
し
む
。

と
あ
る
二
件
の
み
で
、
他
書
は
み
な
採
ら
な
い
（〈
表
１
〉（。
上
掲
﹃
唐
会
要
﹄
で
は
、
張
茂
宣
は
元
和
七
年
（
八
一
二
（
正
月
に
派
遣
さ

れ
た
滕
里
可
汗
の
弔
祭
、
Ｂ
の
可
汗
の
冊
立
の
使
者
と
し
て
記
さ
れ
る
。

一
七
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近
年
、
彼
の
墓
誌
が
発
見
さ
れ
、
現
在
は
大
唐
西
市
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
誌
文
か
ら
、
張
茂
宣
は
義
武
軍
節
度
使
張
孝
忠

の
子
・
張
茂
昭
の
同
腹
弟
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
₂₉
（

。
ウ
イ
グ
ル
へ
の
派
遣
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

順
宗
皇
帝
登
極
、
念
羽
衞
之
勤
、
詔
抒
御
史
中
丞
。
今
天
子
卽
位
、
寵
三
朝
之
舊
、
特
加
御
史
大
夫
。
而
累
上
表
章
、
亟
論
邊
事
、

拜
左
金
吾
將
軍
、
轉
鴻
臚
卿
、
竝
抒
御
史
大
夫
。
元
和
七
年
春
、
以
本
官
加
檢
校
工
部
尙
書
、
充
持
節
入
廻
鶻
使 

。
奉
命
星
馳
、

車
無
停
䡄
、
曾
未
累
月
、
逹
單
于
庭
。
時
虜
之
酋
長
、
方
（
放
（
肆
傲
慢
、
公
抗
節
直
進
、
諭
之
禮
義
、
以
三
寸
舌
、
挫
十
萬
虜
。

虜
于
是
屈
膝
受
詔
、
遣
使
納
貢
、
來
與
公
倶
。
八
年
春
、
復
命
、
詔
授
檢
校
戶
部
尙
書
抒
光
祿
卿
。
明
年
三
月
廿
七
日
、
寢
疾
薨

于
懷
遠
里
之
私
第
、
春
秋
四
十
有
六
。

順
宗
皇
帝
登
極
し
（
永
貞
元
年
［
八
〇
五
］
正
月
（、
羽
衞
の
懃
を
念
ひ
、
詔
し
て
御
史
中
丞
を
抒
ね
し
む
。
今
天
子
（
憲
宗
（
卽
位

し
（
同
年
八
月
（、
三
朝
の
舊
を
寵
し
、
特
に
御
史
大
夫
を
加
ふ
。
而
し
て
累
ね
て
表
章
を
上
た
て
ま
つ

り
亟し
ば
しば
邊
事
を
論
ず
れ
ば
、
左
金

吾
將
軍
を
拜
し
、
鴻
臚
卿
に
轉
じ
、
竝
び
に
御
史
大
夫
を
抒
ぬ
。
元
和
七
年
（
八
一
二
（
春
、
本
官
を
以
て
檢
校
工
部
尙
書
を
加

え
、
持
節
入
廻
鶻 

使 

に
充
て
ら
る
。
命
を
奉
じ
て
星
馳
し
、
車
の
停
䡄
す
る
無
く
ん
ば
、
曾す
な
はち
未
だ
累
月
せ
ず
し
て
、
單
于
庭
に

逹
す
。
時
に
虜
の
酋
長
、
方
（
放
（
肆
傲
慢
な
れ
ど
も
、
公
抗
節
も
て
直
進
し
、
こ
れ
に
禮
義
を
諭
し
、
三
寸
の
舌
を
以
て
、
十

萬
の
虜
を
挫
く
。
虜
是
に
于
て
膝
を
屈
し
て
詔
を
受
け
、
使
を
遣
し
貢
を
納
め
ん
と
し
、
來
る
に
公
と
倶
に
す
。
八
年
（
八
一
三
（

春
、
復
命
す
れ
ば
、
詔
し
て
檢
校
戶
部
尙
書
抒
光
祿
卿
を
授
く
。
明
年
（
八
一
四
（
三
月
廿
七
日
、
寢
疾
し
懷
遠
里
の
私
第
に
薨

ず
、
春
秋
四
十
有
六
。

　

こ
の
誌
文
か
ら
、
張
茂
宣
は
確
か
に
ウ
イ
グ
ル
へ
派
遣
さ
れ
た
使
者
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
墓
誌
が
記
す
彼
の
派
遣
時

一
七
一
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間
と
派
遣
時
の
官
職
は
、
と
も
に
上
掲
﹃
唐
会
要
﹄
と
﹃
冊
府
﹄
巻
九
八
〇
の
両
記
事
と
符
合
す
る
。
し
か
し
、
肝
心
の
任
務
に
つ
い

て
は
、
墓
誌
は
﹃
冊
府
﹄
巻
九
八
〇
と
同
じ
く
﹁
入
廻
鶻 

使 

﹂
と
し
（
₃₀
（

、
ま
た
ウ
イ
グ
ル
国
内
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
も
、
弔
祭
冊
立
使

で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
具
体
的
任
務
を
記
さ
な
い
。

　

こ
こ
で
上
掲
﹃
冊
府
﹄
巻
九
八
〇
を
み
れ
ば
、
や
は
り
こ
の
巻
は
独
自
情
報
を
有
し
て
お
り
、
張
茂
宣
の
副
使
﹁
通
事
舍
人
張
賈
﹂

の
存
在
を
記
す
。
つ
ま
り
、
張
茂
宣
あ
る
い
は
張
賈
に
関
す
る
記
録
（
実
録
・
辞
令
・
詔
勅
・
行
状
な
ど
。
一
件
と
は
限
ら
な
い
（
が
北
宋
期

に
な
お
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
〈
表
１
〉
の
如
く
、﹃
冊
府
﹄
の
他
巻
、
ま
た
同
じ
北
宋
期
成
立
の
﹃
新
書
﹄﹃
通

鑑
﹄
は
、
す
べ
て
張
茂
宣
ら
派
遣
の
記
録
を
採
ら
な
い
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、﹃
新
書
﹄
な
ど
複
数
の
漢
籍
が
前
代
の
﹃
唐
会
要
﹄
の
記
録
を
採
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
そ
う
す

べ
き
理
由
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
上
述
の
張
茂
宣
や
張
賈
に
関
連
す
る
記
録
が
﹃
唐
会
要
﹄
の
﹁
張
茂
宣
＝
弔
祭

冊
立
使
﹂
の
情
報
と
矛
盾
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
﹃
冊
府
﹄
巻
九
八
〇
の
み
は
、
こ
の
状
況
に
鑑
み
て
張
茂
宣
の
ウ
イ
グ

ル
派
遣
の
事
実
の
み
を
採
り
、
具
体
的
任
務
の
記
載
を
意
図
的
に
避
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
、
も
し
当
時
﹁
張
茂
宣
＝
弔
祭
冊
立

使
﹂
の
情
報
と
矛
盾
す
る
情
報
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、﹃
冊
府
﹄
巻
九
八
〇
は
孫
杲
の
記
事
と
同
様
に
、
張
茂
宣
に
つ
い
て

も
﹁
入
廻
鶻
（
弔
祭
（
册
立
使
﹂
と
書
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
張
茂
宣
は
ウ
イ
グ
ル
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
で
は
あ
っ
た
が
、
弔
祭
冊
立
使
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
冒
頭
で
述
べ

た
よ
う
に
、
懐
信
・
保
義
両
可
汗
の
間
に
存
在
し
た
と
さ
れ
る
Ｂ
は
ウ
イ
グ
ル
史
研
究
者
に
よ
っ
て
す
で
に
そ
の
存
在
を
否
定
さ
れ
て

い
る
が
、
以
上
の
考
証
も
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

一
七
二
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三　
﹃
唐
会
要
﹄
の
問
題

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
孫
杲
・
張
茂
宣
に
つ
い
て
は
、
本
来
諸
漢
籍
の
記
事
の
典
拠
で
あ
る
は
ず
の
﹃
唐
会
要
﹄
の
記
事
に
誤
り
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
強
く
疑
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
そ
も
そ
も
、﹃
唐
会
要
﹄
の
研
究
に
お
い
て
は
テ
キ
ス
ト
の
問
題
、
す
な
わ
ち
殿

版
と
四
庫
全
書
本
お
よ
び
抄
本
と
で
は
内
容
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
上
述
の
よ
う
に
、﹃
会
要
﹄
と
﹃
続
会
要
﹄
の
記
事
は

ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
₃₁
（

。

　

唐
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
へ
の
弔
祭
・
冊
立
の
使
者
派
遣
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、﹃
唐
会
要
﹄
殿
版
・

四
庫
全
書
本
・
抄
本
と
も
に
大
き
な
異
同
は
み
ら
れ
な
い
か
ら
（
₃₂
（

、
そ
の
記
事
の
誤
り
は
伝
世
の
際
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、﹃
唐
会

要
﹄
編
纂
時
よ
り
存
在
し
た
問
題
で
あ
り
、
前
身
の
﹃
続
会
要
﹄
に
問
題
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
前
章
で
は
、〈
表
１
〉
か
ら
﹃
唐

会
要
﹄
が
使
者
派
遣
の
記
録
を
も
と
に
可
汗
の
交
代
記
事
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
そ
の
編
纂
方

針
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、〈
表
１
〉
で
崇
徳
可
汗
の
冊
立
使
と
し
て
現
れ
る
胡
証
と
裴
通
に
注
目
し
た
い
。﹃
唐
会
要
﹄
は
長
慶
元
年
（
八
二
一
（
四
月
に

崇
徳
可
汗
の
冊
立
記
事
の
み
掲
げ
、
使
者
派
遣
に
は
触
れ
ず
、
七
月
に
太
和
公
主
の
降
嫁
を
述
べ
、
胡
証
を
﹁
送
公
主
及
册
可
汗
使
（
₃₃
（

﹂

と
す
る
（〈
表
１
〉（。
し
か
し
、﹃
旧
書
﹄
で
は
胡
証
と
裴
通
両
者
に
つ
い
て
と
も
に
記
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
裴
通
の
冊
立
使
任
命
の

辞
令
や
、
裴
通
を
使
者
と
す
る
保
義
可
汗
の
弔
祭
文
（
₃（
（

な
ど
関
連
の
各
詔
勅
類
を
白
居
易
が
起
草
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
胡
証
は

太
和
公
主
降
嫁
に
伴
い
、
可
汗
に
加
号
を
行
う
使
者
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
₃4
（

。
こ
こ
か
ら
﹃
唐
会
要
﹄
は
、
こ
の
白
居
易
起
草
の
一
連

一
七
三
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の
各
文
書
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
も
と
に
下
さ
れ
た
詔
勅
の
記
録
を
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、〈
表
１
〉
で
崇
徳
可
汗
の
弔
祭
・
昭
礼
可
汗
の
冊
立
の
使
者
と
し
て
み
え
る
鄭
権
と
于
人
文
を
と
り
あ
げ
る
。
ま
ず
于
人
文

に
つ
い
て
み
れ
ば
、﹃
冊
府
﹄
巻
九
八
〇
は
そ
の
書
式
か
ら
対
象
の
可
汗
名
を
記
さ
な
い
も
の
の
、
明
確
に
彼
を
弔
祭
冊
立
使
と
記
す
ほ

か
、
副
使
裴
常
の
存
在
を
記
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
続
く
四
月
条
に
は
陳
璟
夫
へ
の
﹁
入
廻
鶻
弔
祭
册
立
使
判
官
﹂
任
命
記
事
が
み
ら

れ
（
₃₆
（

、
于
人
文
を
長
と
す
る
使
節
団
の
構
成
が
判
明
す
る
。
ま
た
﹃
通
鑑
﹄
は
于
人
文
の
派
遣
時
間
を
﹁（
寶
曆
元
年
（
三
月
辛
酉
﹂
と
、

日
付
ま
で
明
記
す
る
（〈
表
１
〉（。

　

一
方
、
鄭
権
に
関
し
て
、
両
﹃
唐
書
﹄
鄭
権
伝
お
よ
び
﹃
冊
府
﹄
巻
六
五
三
奉
使
部
称
旨
門
・
巻
六
六
二
奉
使
部
絶
域
門
は
、
す
べ

て
彼
の
任
務
を
ウ
イ
グ
ル
側
に
憲
宗
の
死
去
を
通
知
す
る
﹁
告
哀
使
﹂
だ
っ
た
と
記
す
。
以
上
の
状
況
か
ら
み
れ
ば
、
鄭
権
・
于
人
文

に
関
し
て
は
北
宋
期
に
な
お
記
録
が
残
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
崇
徳
可
汗
の
弔
祭
・
昭
礼
可
汗
の
冊
立
の
使
者
は
于
人
文
だ
っ
た
と

判
断
で
き
る
（
₃₇
（

。

　

つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
﹃
唐
会
要
﹄
の
誤
り
が
疑
わ
れ
る
が
、
で
は
、﹃
唐
会
要
﹄
に
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
の
か
、﹃
旧
書
﹄
鄭
権

伝
の
記
事
と
比
較
し
よ
う
。

﹃
唐
会
要
﹄
巻
九
八
迴
紇
（
二
〇
七
四
頁
（

（
穆
宗
長
慶
（
三
年
、
崇
德
可
汗
卒
、
其
從
父
弟
曷
薩
可
汗
立
、
遣
使
來
吿
喪
。
册
曷
薩
可
汗
爲
愛
登
里
囉
汨
沒
密
施
合
毗
伽
昭
禮

可
汗
、
命
工
部
尙
書
抒
御
史
大
夫
鄭
權
弔
祭
册
立
之
。

（
穆
宗
長
慶
（
三
年
（
八
二
三
（、
崇
德
可
汗
卒
し
、
そ
の
從
父
弟
曷
薩
可
汗
立
ち
、
使
を
遣
し
來
た
り
喪
を
吿
げ
し
む
。
曷
薩
可
汗

一
七
四
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を
册
し
愛
登
里
囉
汨
沒
密
施
合
毗
伽
昭
禮
可
汗
と
爲
す
に
、
工
部
尙
書
抒
御
史
大
夫
鄭
權
に
命
じ
こ
れ
を
弔
祭
册
立
せ
し
む
。

﹃
旧
書
﹄
巻
一
六
二
鄭
権
伝
（
四
二
四
六
頁
（

穆
宗
卽
位
、
改
左
散
騎
常
侍
、
充
入
迴
鶻
吿
哀
使
。
⋮
⋮
長
慶
元
年
（
₃₈
（

使
還
、
出
爲
河
南
尹
、
入
拜
工
部
侍
郞
、
遷
本
曹
尙
書
。

穆
宗
卽
位
す
る
や
（
元
和
十
五
年
［
八
二
〇
］（、
左
散
騎
常
侍
に
改
め
、
入
迴
鶻
吿
哀
使
に
充
て
ら
る
。
⋮
⋮
長
慶
元
年
（
八
二
一
（

使
し
て
還
る
に
、
出
で
て
河
南
尹
と
爲
り
、
入
り
て
工
部
侍
郞
を
拜
し
、
本
曹
尙
書
に
遷
る
。

　

ま
ず
、﹃
唐
会
要
﹄
の
記
述
は
鄭
権
の
使
者
と
し
て
の
任
務
・
派
遣
時
間
・
使
者
任
命
時
の
本
官
が
﹃
旧
書
﹄
の
記
事
と
異
な
る
。
と

く
に
工
部
尚
書
の
職
位
に
注
目
す
れ
ば
、﹃
旧
書
﹄
で
は
こ
の
就
任
は
ウ
イ
グ
ル
よ
り
帰
国
後
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、﹃
唐
会
要
﹄

が
記
す
鄭
権
の
派
遣
時
間
で
あ
る
長
慶
三
年
（
八
二
三
（
に
つ
い
て
み
る
と
、
韓
愈
の
﹁
送
鄭
權
尙
書
序
﹂
に
よ
れ
ば
、
鄭
権
は
同
年
四

月
に
嶺
南
節
度
使
に
任
命
さ
れ
て
広
州
に
赴
任
し
て
い
る
か
ら
（
₃₉
（

、
ウ
イ
グ
ル
へ
の
派
遣
は
考
え
が
た
い
。
こ
れ
ら
は
﹃
唐
会
要
﹄
が
、

韓
愈
の
文
章
や
五
代
に
﹃
旧
書
﹄
が
用
い
た
鄭
権
伝
の
材
料
を
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、﹃
唐
会
要
﹄
は
こ

の
と
き
ウ
イ
グ
ル
側
の
崇
徳
可
汗
の
死
去
を
伝
え
る
告
喪
の
使
者
の
来
朝
と
可
汗
交
代
と
を
記
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
疑
う
べ
き

だ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
考
え
る
と
、﹃
唐
会
要
﹄
は
鄭
権
が
ウ
イ
グ
ル
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
だ
っ
た
情
報
の
み
は
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
任
務
・
派

遣
時
間
・
使
者
任
命
時
の
本
官
に
つ
い
て
の
情
報
を
欠
い
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
状
況
の
も
と
で
、
と
く
に
鄭
権
の
任
務
を
弔
祭
冊
立

使
と
独
自
に
判
断
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
可
汗
交
代
記
事
お
よ
び
ウ
イ
グ
ル
か
ら
の
告
喪
の
使
者
の
来
朝
記
事
を
立
て
た
と
み
な
さ
ざ
る

を
え
な
い
。

一
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こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
孫
杲
と
張
茂
宣
に
も
概
ね
あ
て
は
ま
る
。
彼
ら
の
場
合
は
派
遣
時
間
や
本
官
の
情
報
は
正
し
い
が
、
そ

の
任
務
に
つ
い
て
は
鄭
権
と
同
様
に
、
独
自
の
判
断
で
弔
祭
冊
立
使
と
さ
れ
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
可
汗
交
代
記
事
や
告
喪
の
使
者
の
来

朝
記
事
が
編
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
可
汗
交
代
記
事
は
、
滕
里
可
汗
と
Ｂ
と
い
う
架
空
の
可
汗
の
存
在
を
捏

造
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、（
一
（﹃
唐
会
要
﹄
は
限
ら
れ
た
材
料
を
も
と
に
編
集
作
業
を
行
っ
た
。
上
述
の
如
く
、
裴
通
の
例
で
は
白
居

易
の
文
章
が
あ
り
、
鄭
権
の
例
で
は
韓
愈
の
文
章
や
﹃
旧
書
﹄
に
記
録
が
あ
る
点
、
王
溥
が
﹃
唐
会
要
﹄
を
編
纂
し
た
際
に
﹃
会
要
﹄

﹃
続
会
要
﹄
の
記
事
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
用
い
た
点
、
ウ
イ
グ
ル
へ
の
使
者
派
遣
記
事
に
つ
い
て
﹃
唐
会
要
﹄
の
伝
世
の
際
に
異
同
が

な
い
点
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
誤
り
は
前
身
の
﹃
続
会
要
﹄
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
（
二
（〈
表
１
〉
の
﹃
唐
会
要
﹄
の
状
況
か
ら
、
本
書
（
お
そ
ら
く
は
﹃
続
会
要
﹄（
は
、
弔
祭
冊
立
使
派
遣
と
ウ
イ
グ
ル
可
汗
の
交
代
と

を
組
み
合
わ
せ
て
記
述
し
よ
う
と
す
る
方
針
を
も
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、（
一
（
の
状
況
の
な
か
、
ウ
イ
グ
ル
へ
の
派
遣
が

判
明
す
る
使
者
を
こ
の
方
針
の
も
と
で
弔
祭
冊
立
使
と
判
断
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ウ
イ
グ
ル
可
汗
交
代
関
連
記
事
を
立
て
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
（
三
（﹃
唐
会
要
﹄（
あ
る
い
は
﹃
続
会
要
﹄（
は
他
書
に
先
行
す
る
漢
籍
だ
っ
た
た
め
、
後
代
の
漢
籍
に
影
響
を
与
え
る
場
合
も
あ
っ
た
。

孫
杲
と
張
茂
宣
の
記
事
に
つ
い
て
﹃
唐
会
要
﹄
か
ら
他
書
へ
の
影
響
を
み
れ
ば
、
張
茂
宣
の
場
合
は
﹃
唐
会
要
﹄
の
記
事
と
矛
盾
す
る

記
録
が
存
在
し
た
た
め
、﹃
冊
府
﹄
巻
九
八
〇
以
外
の
漢
籍
は
﹃
唐
会
要
﹄
の
記
事
を
採
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
鄭
権
の
場
合
に
も
概
ね

あ
て
は
ま
る
。
し
か
し
孫
杲
の
場
合
は
、
上
述
の
肩
書
き
と
﹃
唐
会
要
﹄
以
外
に
関
連
す
る
記
録
が
な
か
っ
た
た
め
、
他
書
は
そ
の
誤
っ
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た
記
事
を
採
択
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

な
お
、﹃
唐
会
要
﹄
巻
九
八
迴
紇
の
永
貞
元
年
（
八
〇
五
（
に
お
け
る
﹁
愛
登
里
邏
羽
德
密
施
倶
錄
毗
伽
可
汗
﹂（
滕
里
可
汗
（
の
冊
立

を
記
す
部
分
に
は
、﹁
未
だ
愛
登
里
邏
と
懷
信
と
は
何い
か

な
る
親
た
る
か
詳
か
に
せ
ず
、
史
竝
び
に
載
せ
ず
（
未
詳
愛
登
里
邏
與
懷
信
何
親
、

史
竝
不
載
（﹂
と
い
う
小
注
が
付
さ
れ
る
（
二
〇
七
二
頁
（。
こ
れ
は
﹃
唐
会
要
﹄
の
各
テ
キ
ス
ト
に
み
ら
れ
る
の
で
王
溥
編
纂
時
の
も
の

で
あ
る
（
（₀
（

。
す
な
わ
ち
、
王
溥
は
﹃
続
会
要
﹄
が
記
す
滕
里
可
汗
の
継
襲
、
あ
る
い
は
滕
里
可
汗
の
存
在
そ
の
も
の
に
疑
義
を
抱
い
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
王
溥
編
纂
時
に
﹁
愛
登
里
邏
羽
德
密
施
倶
錄
毗
伽
可
汗
﹂
に
関
し
て
は
、﹃
続
会
要
﹄
以
外
の
史
書
に

は
記
録
が
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

四　
﹃
新
唐
書
﹄
回
鶻
伝
の
問
題　
　

李
孝
誠
の
事
例

　

保
義
可
汗
の
冊
立
に
つ
い
て
は
、
概
ね
日
中
と
も
に
﹃
新
書
﹄
回
鶻
伝
の
上
巻
を
主
要
な
根
拠
と
し
て
、
元
和
三
年
（
八
〇
八
（
に
唐

よ
り
李
孝
誠
が
派
遣
さ
れ
て
保
義
可
汗
を
冊
立
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
書
回
鶻
伝
下
巻
や
﹃
旧
書
﹄﹃
冊
府
﹄﹃
通
鑑
﹄

で
は
、
李
孝
誠
（
ま
た
は
李
誠
（
を
副
使
殷
侑
と
と
も
に
和
親
延
期
の
要
請
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
と
し
て
記
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
李
孝
誠
に
は
（
弔
祭
（
冊
立
使
と
す
る
記
録
と
、
和
親
延
期
要
請
の
使
者
と
す
る
記
録
と
が
併
存
す
る
。
山
田
は
、

李
孝
誠
を
数
回
ウ
イ
グ
ル
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
と
理
解
す
る
が
（
一
〇
七
頁
（、
は
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。〈
表
１
〉
を
み
れ
ば
、
李
孝

誠
以
外
に
も
柳
晟
な
る
人
物
を
同
じ
元
和
年
間
（
八
〇
六
～
八
二
〇
（
に
冊
立
使
と
し
て
派
遣
し
た
記
録
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
李
孝
誠

を
冊
立
使
と
す
る
の
は
﹃
唐
会
要
﹄
と
﹃
新
書
﹄
回
鶻
伝
だ
が
、
こ
れ
は
﹃
唐
会
要
﹄
の
情
報
を
﹃
新
書
﹄
が
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
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李
孝
誠
の
派
遣
時
間
に
つ
い
て
は
、
韓
愈
の
﹁
送
殷
侑
員
外
使
回
鶻
序
（
（₁
（

﹂
に
（
傍
線
と
番
号
は
筆
者
に
よ
る
（、

元
和
睿
圣
文
武
皇
帝
旣
嗣
位
、
悉
治
方
內
就
法
度
。
①
十
二
年
、
詔
曰
﹁
四
方
萬
國
、
惟
回
鶻
于
唐
最
親
、
奉
職
尤
謹
、
丞
相
其

選
宗
室
四
品
一
人
、
②
持
節
往
賜
君
長
、
吿
之
朕
意
。
又
選
學
有
經
術
通
知
時
事
者
一
人
、
與
之
爲
貳
。﹂
由
是
殷
侯
侑
自
太
常
愽

士
遷
尙
書
虞
部
員
外
郞
抒
侍
御
史
、
朱
衣
象
笏
、
承
命
以
行
、
朝
之
大
夫
、
莫
不
出
餞
。

元
和
睿
圣
文
武
皇
帝
（
憲
宗
（
旣
に
位
を
嗣
ぎ
、
悉
く
方
內
を
治
め
法
度
に
就
く
。
①
十
二
年
（
八
一
七
（、
詔
し
て
曰
く
﹁
四
方

の
萬
國
、
惟
だ
回
鶻
の
み
唐
に
于
て
最
も
親
し
く
し
て
、
奉
職
尤
も
謹
な
れ
ば
、
丞
相
を
し
て
そ
の
宗
室
四
品
一
人
を
選
び
、
②

節
を
持
し
往
き
て
君
長
に
賜
り
、
こ
れ
に
朕
の
意
を
吿
げ
し
む
。
ま
た
學
に
經
術
有
り
て
時
事
に
通
知
し
た
る
者
一
人
を
選
び
、

こ
れ
に
與
し
貳
と
爲
せ
﹂
と
。
こ
れ
よ
り
殷
侯
侑
は
太
常
愽
士
よ
り
尙
書
虞
部
員
外
郞
抒
侍
御
史
に
遷
り
、
朱
衣
象
笏
し
、
命
を

承
け
以
て
行
く
に
、
朝
の
大
夫
、
餞
を
出
さ
ざ
る
な
し
。

と
、
元
和
十
二
年
（
八
一
七
、
傍
線
部
①
（
に
詔
が
下
り
、
彼
ら
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
（﹁
其
宗
室
四
品
一
人
﹂
は
李
孝
誠
、﹁
學

有
經
術
通
知
時
事
者
一
人
﹂
は
殷
侑
を
指
す
（。﹃
唐
会
要
﹄
で
は
、
李
孝
誠
派
遣
を
元
和
十
一
年
（
八
一
六
（
十
一
月
と
す
る
（〈
表
１
〉（。
ま

た
任
務
に
つ
い
て
は
、
韓
愈
の
文
章
で
は
ウ
イ
グ
ル
可
汗
に
対
し
賜
り
物
と
と
も
に
憲
宗
の
意
向
を
伝
え
る
こ
と
（
傍
線
部
②
（
が
記
さ

れ
る
の
み
だ
が
、
派
遣
時
間
か
ら
す
る
と
ウ
イ
グ
ル
可
汗
に
対
す
る
弔
祭
・
冊
立
の
使
者
で
は
あ
り
え
な
い
。
以
上
か
ら
﹃
唐
会
要
﹄

は
、
李
孝
誠
が
ウ
イ
グ
ル
に
派
遣
さ
れ
た
事
実
と
派
遣
時
間
と
に
関
す
る
情
報
を
有
し
て
い
た
（
た
だ
し
〈
表
１
〉
の
張
薦
・
唐
弘
実
の
例

の
如
く
一
年
ず
れ
る
傾
向
が
あ
る
（
が
、
孫
杲
・
張
茂
宣
・
鄭
権
の
例
と
同
じ
く
、
李
孝
誠
の
任
務
を
弔
祭
冊
立
使
と
独
自
に
判
断
し
た
と

類
推
で
き
る
（
（₂
（

。

一
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と
こ
ろ
で
、
上
述
の
西
田
に
よ
る
﹃
新
書
﹄
回
鶻
伝
前
半
部
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
そ
の
編
纂
方
針
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
述
が
先
行

史
料
記
事
の
つ
ぎ
は
ぎ
で
厳
密
な
史
料
批
判
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
内
容
に
よ
ら
ず
で
き
る
限
り
多
く
の
情
報
を
収
録
し
、
つ
じ

つ
ま
が
合
わ
な
い
部
分
は
字
句
の
追
加
や
叙
述
の
並
び
替
え
な
ど
の
加
工
を
施
し
、
通
読
を
可
能
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る

（
一
二
九
頁
（。
こ
れ
に
つ
い
て
、
李
孝
誠
の
事
例
を
用
い
同
伝
後
半
部
分
の
状
況
を
検
証
し
よ
う
。

　

保
義
可
汗
の
冊
立
お
よ
び
李
孝
誠
・
殷
侑
の
派
遣
に
関
す
る
各
書
の
記
事
を
列
挙
し
た
の
が
〈
表
２　

保
義
可
汗
の
冊
立
お
よ
び
李

孝
誠
・
殷
侑
派
遣
関
連
記
事
〉
で
あ
る
。
ま
ず
、『
新
書
』
９
・
10
ａ
・
10
ｂ
の
記
事
に
つ
い
て
み
て
い
く
。『
新
書
』
９
は
『
旧
書
』

３
・
４
の
記
事
に
依
拠
し
、
４
の
誤
っ
た
派
遣
時
間
で
あ
る
﹁
元
和
八
年
﹂
を
用
い
る
。『
新
書
』
10
ａ
は
、
咸
安
公
主
の
死
去
と
保
義

可
汗
の
冊
立
の
時
間
に
つ
い
て
は
『
唐
会
要
』
１
ａ
と
『
旧
書
』
２
に
依
拠
し
、
李
孝
誠
を
冊
立
使
と
す
る
こ
と
は
『
唐
会
要
』
１
ｂ

に
依
拠
す
る
。
し
か
し
〈
表
１
〉
の
如
く
、﹃
新
書
﹄
柳
晟
伝
は
﹃
旧
書
﹄
同
伝
を
継
承
し
、
元
和
年
間
（
八
〇
六
～
八
二
〇
（
に
彼
が
ウ

イ
グ
ル
可
汗
の
冊
立
使
だ
っ
た
と
記
し
て
お
り
（
た
だ
し
、
冊
立
対
象
の
可
汗
名
を
記
さ
な
い
（、﹃
新
書
﹄
と
い
う
書
物
の
な
か
で
は
、
元

和
年
間
に
李
孝
誠
と
柳
晟
の
二
人
の
冊
立
使
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
『
新
書
』
10
ｂ
は
、『
冊
府
』
７
ま
た
は
そ
の
原
材
料

に
依
拠
し
、
使
者
名
を
﹁
李
誠
﹂
と
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
少
な
く
と
も
『
旧
書
』
３
・
４
に
依
拠
し
た
『
新
書
』
９
と
矛
盾
す
る
。

　

以
上
か
ら
、﹃
新
書
﹄
回
鶻
伝
の
上
下
巻
で
は
、
李
孝
誠
を
弔
祭
冊
立
使
と
す
る
記
事
と
和
親
延
期
要
請
の
使
者
と
す
る
記
事
と
を
無

批
判
に
両
方
採
択
し
た
た
め
に
、
同
書
殷
侑
伝
（
９
（
や
柳
晟
伝
と
食
い
違
う
結
果
と
な
り
、﹃
新
書
﹄
と
い
う
ひ
と
つ
の
書
物
の
な
か

で
矛
盾
を
か
か
え
て
い
る
。
こ
れ
は
上
記
西
田
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、〈
表
１
〉
の
使
者
の
記
事
に
み
え
る
よ
う
に
、

﹃
新
書
﹄
は
つ
ね
に
﹃
唐
会
要
﹄
を
継
承
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
ま
っ
た
く
無
批
判
に
前
代
の
記
事
を
採
択
し
て
い
る
の
で
は

一
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〈表２　保義可汗の冊立および李孝誠・殷侑派遣関連記事〉
No. 漢籍 記　事 使者任務・備考

1
唐会要98
迴紇

a
（元和）三年二月、迴鶻使來吿咸安大
長公主之喪、廢朝三日。

b

（元和）十一年、迴鶻可汗卒、遣使來
吿喪。十一月、册迴鶻可汗爲愛登里邏
骨沒密施合毗［伽］保義可汗、命宗正
少卿抒御史中丞李孝誠持節弔祭册立之。

弔祭冊立使

2
旧14
憲宗紀

（元和三年二月）戊寅、咸安大長公主卒于
迴紇。……（五月）丙午、正衙册九姓迴紇
可汗爲登囉里汨［百衲本：泊］密施合毗伽
保義可汗。

3
旧165
殷侑伝

元和中、累爲太常愽士。時迴紇請和親、朝
廷計費五百萬緡。朝廷方用兵伐假、費用百
端、欲緩其期、乃命宗正少卿李孝誠奉使宣
諭［百衲本：宣命］、以侑爲副。

和親延期の要請

4
旧195
迴紇伝

（元和八年）十二月二日、宴歸國迴鶻摩尼
八人……。先是、迴鶻請和親、憲宗使有司
計之、禮費約五百萬貫、方內有誅討、……
故使宰臣言其不可。乃詔宗正少卿李孝誠使
于迴鶻、太常愽士殷侑副之、諭其來請之意。

和親延期の要請
（派遣年は誤り）

5
冊661
奉使部
守節門

殷侑、憲宗時、爲太常愽士。時廻紇請和親、
乃命宗正少卿李孝誠奉使、以侑爲副。

和親延期の要請

6
冊662
奉使部
絶域門

殷侑爲太嘗
ママ

愽士。元和中、廻紇請和、憲宗
仍命宗正少卿李孝誠奉使宣命、以侑爲副。

和親延期の要請

7
冊979
外臣部
和親門 2

（元和）十二年、廻鶻又遣摩尼僧寺等八人至。
帝使有司計之禮費約五百萬貫、時方內有誅
討、……使宰臣言其不可。詔宗正少卿李誠
使于廻鶻、太常愽士殷侑［明本：殷有］副之、
諭其來請之意。

和親延期の要請

8
冊980
外臣部
通好門

（元和十一年）十一月、以宗正卿李誠抒御
史中丞充入廻鶻使。

具体的任務の記
載なし

9
新164
殷侑伝

元和八年、回鶻請和親、朝廷以仰費廣劇、
欲紓以期。詔侑・宗正少卿李孝誠使回鶻
……。

和親延期の要請
（派遣年は誤り） 一

八
〇
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10

新217上
回鶻伝

a
（元和）三年、來吿咸安公主喪。……
無幾可汗亦死、憲宗使宗正少卿李孝誠
册拜愛登里羅汨蜜施合毗伽保義可汗。

（弔祭）冊立使

新217下
回鶻伝

b
（元和？年）回鶻之請昏、有司度費當
五百萬、帝方內討彊節度、故遣宗正少
卿李誠・太常愽士殷侑往諭不可。

和親延期の要請

11 通鑑237

（元和三年）二月戊寅、咸安大長公主薨于
回鶻。三月、回鶻騰里可汗卒。
……（五月）丙午、册回鶻新可汗爲愛登里
囉汨密施合毗伽保義可汗。

12 通鑑240

（元和十二年、春正月）回鶻屢請尙公主、
有司計其費近五百萬緡、時中原方用兵、故
上未之許。二月辛卯朔、遣回鶻摩尼僧等歸
國。命宗正少卿李誠使回鶻諭意、以緩其期。

和親延期の要請

※略称 : 旧＝『旧唐書』、新＝『新唐書』、冊＝『冊府元亀』、通鑑＝『資治通鑑』、
アラビア数字は巻数。
※冊661・662はともに宋本なし。

な
い
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、﹃
新
書
﹄
の
﹁
李
誠
﹂
と
﹁
李
孝
誠
﹂
の
矛
盾
は
『
冊
府
』

５
～
８
に
も
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
北
宋
期
に
こ

の
記
事
の
原
材
料
に
二
つ
の
系
統
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。『
冊
府
』

５
・
６
の
﹁
李
孝
誠
﹂
と
す
る
系
統
は
『
旧
書
』
３
・
４
に
由
来
す
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
『
冊
府
』
８
（
巻
九
八
〇
（
に
注
目
す
れ
ば
、
張
茂
宣
の
例
と
同

じ
く
、
こ
こ
で
も
﹁
入
廻
鶻
使
﹂
と
し
具
体
的
任
務
の
記
載
が
な
い
。

こ
れ
は
『
唐
会
要
』
１
ｂ
の
派
遣
時
間
お
よ
び
李
孝
誠
を
冊
立
使
と
す

る
情
報
と
、
他
書
の
和
親
延
期
要
請
の
使
者
と
す
る
情
報
と
の
矛
盾
か

ら
、
具
体
的
任
務
の
記
載
を
避
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
﹃
冊

府
﹄
巻
九
八
〇
の
編
集
方
針
が
う
か
が
え
よ
う
。

　
『
通
鑑
』
12
は
、『
冊
府
』
７･

８
や
『
新
書
』
10
ｂ
ま
た
は
こ
れ
ら
の

原
材
料
を
継
承
し
て
﹁
李
誠
﹂
を
用
い
る
。
一
方
、『
通
鑑
』
11
で
は

『
旧
書
』
２
に
依
拠
し
、『
唐
会
要
』
１
ｂ
と
『
新
書
』
10
ａ
の
李
孝
誠

を
冊
立
使
と
す
る
情
報
を
採
択
し
な
い
。
こ
こ
か
ら
﹃
通
鑑
﹄
は
、
前

一
八
一
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代
史
料
を
広
く
参
照
し
考
証
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
本
書
は
永
貞
元
年
（
八
〇
五
（
の
孫
杲
の
弔
祭
冊
立
使
派
遣
記

事
を
採
択
し
て
し
ま
っ
た
た
め
（〈
表
１
〉（、
11
で
は
矛
盾
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
咸
安
公
主
死
去
の
記
事
と
保
義
可
汗
冊
立
の
記
事
と

の
間
に
﹁
回
鶻
騰
里
可
汗
卒
す
（
回
鶻
騰
里
可
汗
卒
（﹂
の
一
文
を
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
前
代
史

料
に
な
い
三
月
に
繋
し
た
の
は
、『
新
書
』
10
ａ
の
﹁
幾
い
く
ば
くも
な
く
し
て
可
汗
も
亦
た
死
す
（
無
幾
可
汗
亦
死
（﹂
の
語
の
影
響
を
受
け
た
た

め
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
李
孝
誠
は
和
親
延
期
の
要
請
の
た
め
に
元
和
十
二
年
（
八
一
七
（
に
殷
侑
と
と
も
に
ウ
イ
グ
ル
へ
派
遣
さ
れ
た

使
者
で
あ
り
、
保
義
可
汗
の
冊
立
使
は
柳
晟
で
あ
っ
た
。﹃
冊
府
﹄
巻
六
五
四
は
柳
晟
が
弔
祭
使
も
兼
ね
て
い
た
こ
と
を
記
す
が
（〈
表

１
〉（、
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
上
述
の
孫
杲
・
張
茂
宣
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
柳
晟
の
弔
祭
の
対
象
は
懐
信
可
汗
で
あ
ろ
う
（
（₃
（

。

　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

本
稿
の
結
論
を
述
べ
れ
ば
、
山
田
が
主
張
す
る
﹁
懐
信
︱
保
義
﹂
の
直
接
継
襲
説
は
正
し
く
、
こ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
滕
里
可

汗
と
Ｂ
は
、
と
も
に
﹃
続
会
要
﹄
の
編
集
作
業
か
ら
生
じ
た
架
空
の
存
在
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
生
じ
た
誤
り

は
、
北
宋
期
に
成
立
し
た
﹃
冊
府
﹄﹃
新
書
﹄﹃
通
鑑
﹄
に
影
響
を
与
え
、
た
と
え
ば
﹃
新
書
﹄
が
﹃
唐
会
要
﹄（﹃
続
会
要
﹄（
の
誤
り
の

う
え
に
さ
ら
な
る
誤
り
を
お
か
し
、
情
報
を
錯
綜
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
、
各
書
（
少
な
く
と
も
﹃
冊
府
﹄
外
臣
部
で
は
さ
ら
に
各
巻
（
が
そ

れ
ぞ
れ
の
方
針
で
再
編
集
し
た
結
果
、
可
汗
継
襲
記
事
の
﹁
混
乱
﹂
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
本
稿
の
考
察
よ
り
、
懐
信
可
汗
か
ら
彰
信
可
汗
ま
で
の
唐
側
冊
立
使
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
明
す
る
（
冊
立
使
は
概
ね
前
代
可
汗
の

一
八
二
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弔
祭
使
を
兼
ね
る
（
（（
（

（。

懐
信
可
汗
︱
張
薦　
　

保
義
可
汗
︱
柳
晟　
　

崇
徳
可
汗
︱
裴
通
（
副
使
賈
疄
（
（4
（

（　　

昭
礼
可
汗
︱
于
人
文
（
副
使
裴
常
（

彰
信
可
汗
︱
唐
弘
実
（
副
使
嗣
沢
王
李
溶
（

　

滕
里
可
汗
存
在
説
に
お
け
る
在
位
年
間
は
八
〇
五
～
八
〇
八
年
の
短
期
で
あ
り
、
顕
著
な
活
動
の
記
録
も
な
い
た
め
、
そ
の
存
在
が

否
定
さ
れ
て
も
、
こ
の
説
を
採
用
す
る
論
文
に
お
け
る
一
般
的
な
状
況
解
説
の
場
合
は
さ
ほ
ど
大
き
な
影
響
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

懐
信
可
汗
の
在
位
年
代
を
八
〇
五
年
ま
で
と
し
、
こ
れ
を
根
拠
に
論
じ
た
研
究
や
、
滕
里
可
汗
の
存
在
を
主
た
る
根
拠
と
し
て
論
じ
た

研
究
（
（₆
（

に
つ
い
て
は
再
考
を
要
す
る
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
唐
宋
基
本
史
料
の
漢
籍
の
う
ち
、﹃
唐
会
要
﹄
は
大
中
六
年
（
八
五
二
（
ま
で
の
記
事
が
同
時
代
史
料
で
あ
る
た
め
、

そ
の
史
料
価
値
は
高
い
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
巻
九
八
迴
紇
の
﹃
続
会
要
﹄
部
分
に
つ
い
て
は
信
用
に
足
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
迴
紇
項
目
の
み
の
問
題
か
否
か
、
同
じ
外
国
項
目
や
そ
の
ほ
か
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
古
畑
ら
が

考
察
し
た
テ
キ
ス
ト
の
問
題
と
並
行
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
蘇
冕
の
﹃
会
要
﹄
部
分
の
状
況
や
、﹃
唐
会
要
﹄

記
事
の
他
書
へ
の
影
響
あ
る
い
は
他
書
に
お
け
る
そ
の
採
択
状
況
も
考
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

【
本
稿
使
用
五
種
漢
籍
典
拠
一
覧
】

・﹃
旧
唐
書
﹄：
百
衲
本
（
宋
紹
興
刊
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
七
年
（、
中
華
書
局
標
点
活
字
本
（
一
九
七
五
年
（。

・﹃
新
唐
書
﹄：
百
衲
本
（
北
宋
嘉
祐
刊
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
七
年
（、
中
華
書
局
標
点
活
字
本
（
一
九
七
五
年
（。

一
八
三
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・﹃
唐
会
要
﹄：︻
標
点
活
字
本
︼
上
海
古
籍
出
版
社
（
一
九
九
一
年
（。︻
殿
版
︼
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
武
英
殿
聚
珍
版
本
（
内
聚
珍
版
本
（。

︻
四
庫
全
書
本
︼
文
淵
閣
四
庫
全
書
（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
三
～
一
九
八
六
年
（、
文
津
閣
四
庫
全
書
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇

五
年
（。︻
抄
本
︼
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
李
盛
鐸
旧
蔵
清
抄
本
、
国
家
図
書
館
所
蔵
清
抄
本
二
種
（［
北
京
ｂ
］［
北
京
ｃ
］（、
台

北
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
明
（
も
し
く
は
清
康
熙
以
前
（
抄
本
（［
台
北
Ｂ
］（・
清
抄
本
（［
台
北
Ａ
］（、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
清
抄
本
。

・﹃
冊
府
元
亀
﹄：
中
華
書
局
影
印
版
﹃
冊
府
元
亀
﹄（
一
九
六
〇
年
、
明
本
と
表
記
（、
同
﹃
宋
本
冊
府
元
亀
﹄（
一
九
八
九
年
、
宋
本
と
表
記
（。

・﹃
資
治
通
鑑
﹄：
中
華
書
局
標
点
活
字
本
（
一
九
五
六
年
（、
四
部
叢
刊
初
編
縮
本
（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
七
五
年
（。

註（
1
（　

Ａ
は
、﹃
唐
会
要
﹄﹃
冊
府
﹄
で
は
﹁
愛
登
里
邏
羽
德
密
施
倶
錄

毗
伽
可
汗
﹂、﹃
新
書
﹄﹃
通
鑑
﹄
で
は
﹁
滕
（
ま
た
は
騰
（
里
野
合
倶

錄
毗
伽
可
汗
﹂
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
。
Ｂ
は
、﹃
唐
会
要
﹄﹃
冊
府
﹄

で
は
﹁
軍
（
ま
た
は
君
（
登
里
邏
骨
德
密
施
合
毗
伽
可
汗
﹂
な
ど
と

表
記
さ
れ
る
。
な
お
、
可
汗
名
の
漢
字
表
記
は
諸
史
料
で
異
同
が
あ

る
。
諸
漢
籍
の
記
事
の
状
況
は
、
田
坂
興
道
﹁
中
唐
に
於
け
る
西
北

辺
疆
の
情
勢
に
就
い
て
﹂﹃
東
方
学
報
（
東
京
（﹄
一
一
︱
二
、
一
九

四
〇
年
、
二
〇
三
～
二
〇
四
頁
註
三
〇
、
羽
田
亨
﹁
唐
代
回
鶻
史
の

研
究
﹂、
同
著
﹃
羽
田
博
士
史
学
論
文
集
﹄
歴
史
篇
（
上
巻
（、
東
洋

史
研
究
会
、
一
九
五
七
年
、
二
一
五
～
二
一
六
頁
参
照
。

（
２
（　
﹃
東
洋
学
報
﹄
三
三
︱
三
・
四
、
一
九
五
一
年
（
の
ち
、
遺
稿
集

で
あ
る
山
田
信
夫
著
﹃
北
ア
ジ
ア
遊
牧
民
族
史
研
究
﹄
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
八
九
年
に
収
録
（。
本
稿
で
は
著
者
自
ら
の
手
に
よ
る
前

者
を
参
照
す
る
。

（
３
（　

た
と
え
ば
、
田
坂
前
掲
註
（
１
（
論
文
、
一
七
九
～
一
八
〇
頁

お
よ
び
二
〇
三
～
二
〇
四
頁
註
三
〇
、
小
野
川
秀
美
﹁
回
鶻
の
隆

替
﹂、﹃
支
那
地
理
歴
史
大
系
﹄
刊
行
会
編
﹃
支
那
周
辺
史
﹄
上
巻
、

白
揚
社
、
一
九
四
三
年
、
四
一
〇
～
四
一
二
頁
、
羽
田
前
掲
註
（
１
（

論
文
、
二
一
五
～
二
一
六
頁
。

（
４
（　

安
部
健
夫
著
﹃
西
ウ
ィ
グ
ル
国
史
の
研
究
﹄
彙
文
堂
書
店
、
一

九
五
五
年
、
一
八
八
～
一
八
九
頁
、
森
安
孝
夫
﹁
Ｃ
．
マ
ッ
ケ
ラ
ス

一
八
四
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著
﹃
両
唐
書
﹄
よ
り
見
た
ウ
ィ
グ
ル
帝
国
（
書
評
（﹂﹃
東
洋
学
報
﹄

五
五
︱
三
、
一
九
七
二
年
、
一
三
三
～
一
三
四
頁
お
よ
び
﹁
ウ
イ
グ

ル
＝
マ
ニ
教
史
の
研
究
﹂﹃
大
阪
大
学
文
学
部
紀
要
﹄
三
一
・
三
二
、

一
九
九
一
年
、
一
八
二
頁
。

（
５
（　M

ackerras, C
. “

The D
ates of the K

haghans ＇H
uai-hsin＇ and 

‘
Pao-i＇＂, M

ackerras, C
., ed. and tr. The U

ighur E
m

pire 

According to the T’ang D
ynastic H

istories; A Study in Sino-

U
ighur Relations 744–840,  C

anberra, 1972, pp. 187–193. 

な
お
、

仏
語
の H

am
ilton, J. Les O

uïghours à l’époque des C
inq 

D
ynasties: d’après les docum

ents chinois, Paris, 1988, pp. 140–
141

で
は
、
一
九
五
五
年
初
版
の
滕
里
説
を
採
用
し
た
記
述
と
な
っ
て

い
る
が
、
序
文
の
訂
正
一
覧
に
お
い
て
、
安
部
・
マ
ッ
ケ
ラ
ス
に
拠

り
山
田
説
に
訂
正
し
て
い
る
（p.V

III

（。

（
6
（　

劉
義
棠
著
﹃
維
吾
爾
研
究
﹄
正
中
書
局
、
一
九
七
五
年
所
収
。

（
7
（　

王
恩
慶
訳
﹁
九
姓
回
鶻
可
汗
的
譜
系　
　

漠
北
時
代
回
鶻
史
札

記
　
　
﹂
中
国
社
会
科
学
院
民
族
研
究
所
歴
史
研
究
室
資
料
組
編
訳

﹃
民
族
史
訳
文
集
﹄
二
、
一
九
七
八
年
、
二
四
～
四
三
頁
。

（
8
（　

羽
田
前
掲
註
（
1
（
論
文
。
こ
の
論
文
は
羽
田
没
後
に
論
文
集

に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
執
筆
時
期
は
山
田
論
文
公
表
以
前
で

あ
る
。

（
9
（　

劉
美
崧
著
﹃
両
唐
書
回
紇
伝
回
鶻
伝
疏
証
﹄
中
央
民
族
学
院
出

版
社
、
一
九
八
九
年
、
七
三
頁
。
ま
た
﹁
唐
代
回
紇
（
鶻
（
君
主
及

可
汗
世
系
表
﹂
で
は
﹃
通
鑑
﹄
に
拠
り
﹁
騰
里
可
汗
﹂
の
名
を
挙
げ
、

そ
の
備
考
欄
に
﹁
あ
る
い
は
懐
信
可
汗
の
も
う
一
つ
の
称
号
だ
と
思

わ
れ
る
（
或
以
為
即
懐
信
可
汗
之
另
一
称
号
（﹂
と
記
す
。

（
10
（　

劉
美
崧
前
掲
註
（
9
（
書
、
二
一
五
頁
。
ま
た
程
溯
洛
著
﹃
唐

宋
回
鶻
史
論
集
﹄
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
一
一
五
～
一
一
六

頁
参
照
。

（
11
（　

林
幹
・
高
自
厚
著
﹃
回
紇
史
﹄
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
一
九
九

四
年
、
四
五
～
四
七
頁
。

（
12
（　

林
幹
著
﹃
突
厥
与
回
紇
史
﹄
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七

年
、
一
七
一
頁
、
二
三
一
頁
、
四
四
九
～
四
五
二
頁
。
な
お
、
耿
世

民
著
﹃
古
代
突
厥
文
碑
銘
研
究
﹄
の
﹁
回
鶻
可
汗
世
系
表
﹂（
中
央
民

族
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
一
～
二
二
頁
（
は
山
田
説
を
採

る
。
ま
た
、
尹
偉
先
﹁
回
鶻
与
吐
蕃
対
北
庭
、
西
州
、
涼
州
的
争
奪
﹂

（﹃
西
北
民
族
研
究
﹄
一
九
九
二
︱
二
、
八
〇
頁
、
註
五
（
も
明
確
に

劉
義
棠
の
主
張
を
却
け
山
田
説
を
採
る
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
の
中
国

の
学
界
で
は
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。

（
13
（　

山
田
論
文
に
は
、
史
料
表
記
に
お
い
て
巻
数
や
書
名
を
書
き
誤

る
な
ど
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
も
あ
り
、
こ
の
点
も
不
信
感
を
与
え
た
可

能
性
が
あ
る
。

（
14
（　

西
田
祐
子
﹁﹃
新
唐
書
﹄
回
鶻
伝
の
再
検
討　
　

唐
前
半
期
の
鉄

一
八
五
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第
一
〇
〇
巻
　

第
二
号

勒
研
究
に
向
け
て　
　

﹂﹃
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
﹄
二
六
、
二
〇

一
一
年
。

（
15
（　

各
漢
籍
の
基
本
情
報
に
つ
い
て
は
、
神
田
信
夫
・
山
根
幸
夫
編

﹃
中
国
史
籍
解
題
辞
典
﹄
燎
原
書
店
、
一
九
八
九
年
参
照
。

（
16
（　

羽
田
前
掲
註
（
１
（
論
文
、
二
一
六
頁
お
よ
び
﹁
九
姓
回
鶻
と 

Toquz O
γuz 

と
の
関
係
を
論
ず
﹂
同
著
﹃
羽
田
博
士
史
学
論
文
集
﹄

歴
史
篇
（
上
巻
（、
三
二
九
頁
。

（
17
（　

鄭
明
に
よ
れ
ば
、
実
際
は
当
時
の
史
館
の
人
員
と
の
共
同
作
業

で
、
王
溥
は
監
修
者
で
あ
っ
た
と
い
う
（
鄭
明
﹁︽
唐
会
要
︾
初
探
﹂

中
国
唐
史
学
会
編
﹃
中
国
唐
史
学
会
論
文
集
﹄
三
秦
出
版
社
、
一
九

八
九
年
、
一
七
〇
頁
（。

（
18
（　

鄭
明
前
掲
註
（
17
（
論
文
、
一
六
八
～
一
六
九
頁
。

（
19
（　

羽
田
前
掲
註
（
１
（
論
文
、
二
一
六
頁
、
山
田
前
掲
註
（
２
（

論
文
、
九
八
頁
。

（
20
（　

西
田
前
掲
註
（
14
（
論
文
、
一
一
七
頁
、
註
五
五
。

（
21
（　

中
華
書
局
標
点
活
字
本
の
頁
数
を
示
す
。
な
お
﹃
旧
書
﹄
百
衲

本
は
ウ
イ
グ
ル
を
廻
紇
・
廻
鶻
と
表
記
す
る
が
、
本
稿
で
は
標
点
活

字
本
の
表
記
に
従
う
。

（
22
（　
﹃
旧
書
﹄
巻
一
三
徳
宗
紀
で
は
貞
元
十
一
年
五
月
庚
寅
（
二
四

日
（
と
す
る
（
三
八
一
頁
（。
同
年
六
月
に
は
庚
寅
は
存
在
し
な
い
た

め
、
五
月
が
正
し
い
（
平
岡
武
夫
著
﹃
唐
代
の
暦
﹄
同
朋
社
、
一
九

七
七
年
、
二
二
〇
頁
（。

（
23
（　

墓
誌
原
題
﹁
唐
故
蘄
州
刺
史
抒
御
史
中
丞
孫
府
君
墓
誌
銘
忸

序
﹂。
拓
本
写
真
は
、
北
京
図
書
館
金
石
組
編
﹃
北
京
図
書
館
蔵
中
国

歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
﹄
二
九
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、

四
六
頁
お
よ
び
張
寧
等
主
編
﹃
隋
唐
五
代
墓
誌
匯
編
﹄
北
京
巻
附
遼

寧
巻
二
、
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
三
七
頁
に
収
録
。
録

文
は
、
周
紹
良
主
編
﹃
唐
代
墓
誌
彙
編
﹄
下
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
二
年
、
一
九
六
九
～
一
九
七
〇
頁
、
呉
鋼
主
編
﹃
全
唐
文
補

遺
﹄
四
、
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
九
〇
～
九
一
頁
な
ど
に
収

録
。

（
24
（　

こ
の
調
査
に
お
い
て
は
、
北
京
大
学
史
睿
氏
・
国
家
図
書
館
程

佳
羽
氏
の
多
大
な
る
協
力
を
得
た
。
心
よ
り
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
25
（　

こ
の
年
の
正
月
に
は
徳
宗
が
死
去
し
た
が
、
董
文
萼
と
い
う
宦

官
の
墓
誌
に
は
﹁（
貞
元
（
廿
一
年
（
八
〇
五
（、
奉
敕
充
迴
鶻
吿
哀

宣
慰
使
﹂
と
あ
り
、
徳
宗
死
去
の
際
に
も
告
哀
使
が
ウ
イ
グ
ル
へ
派

遣
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
董
文
萼
の
墓
誌
（
原
題
﹁
大
唐
故

幽
州
盧
龍
節
度
監
軍
宣
義
郞
內
侍
省
掖
庭
局
令
員
外
置
同
正
員
上
輕

車
都
尉
賜
紫
金
魚
袋
隴
西
董
府
君
墓
誌
銘
幷
序
﹂（
は
、
呉
鋼
主
編

﹃
全
唐
文
補
遺
﹄
三
、
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
一
六
八
～
一
六

九
頁
お
よ
び
中
国
文
物
研
究
所
等
編
﹃
新
中
国
出
土
墓
誌
﹄
陝
西
貳
、

文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
上
冊
（
拓
本
（
二
一
五
頁
、
下
冊
（
録

一
八
六
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ウ
イ
グ
ル
可
汗
の
系
譜
と
唐
宋
漢
籍
史
料
　
　
村
井

文
（
一
七
二
～
一
七
三
頁
に
収
録
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
学
振

特
別
研
究
員
齊
藤
茂
雄
氏
よ
り
教
示
を
賜
っ
た
。
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
26
（　

陳
瑋
﹁
唐
孫
杲
墓
誌
所
見
安
史
之
乱
後
西
域
、
回
鶻
史
事
﹂﹃
西

域
研
究
﹄
二
〇
一
四
︱
四
、
六
〇
～
六
一
頁
お
よ
び
同
﹁
安
史
之
乱

後
唐
北
庭
帰
朝
官
孫
杲
墓
誌
研
究
﹂﹃
絲
路
文
明
﹄
二
、
二
〇
一
七

年
、
一
四
一
頁
、
李
金
鑫
﹁
唐
故
蘄
州
刺
史
兼
御
史
中
丞
孫
府
君
墓

誌
銘
試
釈
﹂﹃
懐
化
学
院
学
報
﹄
三
三
︱
三
、
二
〇
一
四
年
、
六
四
～

六
五
頁
。

（
27
（　

宋
本
三
九
一
五
頁
、
明
本
一
一
五
一
四
～
一
一
五
一
五
頁
。

（
28
（　

本
文
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
ウ
イ
グ
ル
可
汗
冊
立
記
事
に
関
し

て
は
、
各
テ
キ
ス
ト
で
可
汗
名
な
ど
の
漢
字
表
記
に
異
同
は
あ
る
が

内
容
に
関
し
て
差
異
は
な
い
た
め
、
便
宜
上
、
通
行
本
で
あ
る
上
海

古
籍
本
の
表
記
に
従
い
、
そ
の
頁
数
を
示
す
。

（
29
（　
﹁
張
茂
宣
墓
誌
﹂（
原
題
﹁
唐
故
銀
靑
光
祿
大
夫
檢
校
戶
部
尙
書

抒
光
祿
卿
上
柱
國
上
谷
郡
開
國
公
贈
陝 

州 

大
都
督
上
谷
張
府
君
墓
誌

銘
忸
叙
﹂（
の
拓
本
は
、
斉
運
通
・
楊
建
鋒
編
﹃
洛
陽
新
獲
墓
誌
二
〇

一
五
﹄
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
、
二
七
三
頁
に
収
録
。
専
論
に
、

李
宗
俊
・
周
正
﹁
唐
張
茂
宣
墓
誌
考
釈
﹂﹃
中
国
辺
疆
史
地
研
究
﹄
二

五
︱
四
、
二
〇
一
五
年
、
齊
藤
茂
雄
﹁﹁
張
茂
宣
墓
誌
﹂
よ
り
み
る

唐
・
ウ
イ
グ
ル
・
吐
蕃
間
の
国
際
関
係
﹂﹃
史
滴
﹄
三
八
、
二
〇
一
六

年
、
拙
稿
﹁
大
唐
西
市
博
物
館
新
蔵
唐
︽
張
茂
宣
墓
誌
︾
考
﹂﹃
中
華

歴
史
与
伝
統
文
化
研
究
論
叢
﹄
二
、
二
〇
一
六
年
が
あ
る
。
な
お
、

本
稿
で
述
べ
る
問
題
は
す
で
に
上
記
拙
稿
で
論
じ
た
が
、
行
論
の
便

宜
上
一
部
再
説
す
る
。
ま
た
拙
稿
で
は
墓
誌
文
を
誤
読
し
た
部
分
が

あ
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
訂
正
し
た
。

（
30
（　

山
田
は
﹃
冊
府
﹄
巻
九
八
〇
の
記
事
よ
り
、
張
茂
宣
は
﹁
入
廻

鶻
使
で
あ
つ
て
册
立
廻
鶻
使
で
は
な
い
﹂
と
述
べ
る
（
一
〇
七
頁
（。

た
だ
し
、
漢
籍
史
料
で
は
ウ
イ
グ
ル
に
派
遣
さ
れ
る
使
者
を
﹁
入
回

鶻
○
○
使
﹂（
入
回
鶻
告
哀
使
、
入
回
鶻
冊
立
使
、
入
回
鶻
宣
諭
使
な

ど
（
と
表
記
し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
正
式
な
職
名
で
あ

り
入
回
鶻
使
は
略
称
と
考
え
ら
れ
る
。

（
31
（　

鄭
明
前
掲
註
（
17
（
論
文
、
お
よ
び
古
畑
徹
﹁﹃
唐
会
要
﹄
の
諸

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
﹂﹃
東
方
学
﹄
七
八
、
一
九
八
九
年
、
同
﹁﹃
唐

会
要
﹄
の
流
伝
に
関
す
る
一
考
察
﹂﹃
東
洋
史
研
究
﹄
五
七
︱
一
、
一

九
九
八
年
な
ど
。
古
畑
の
一
連
の
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
同

﹁﹃
唐
会
要
﹄
の
靺
鞨
・
渤
海
の
項
目
に
つ
い
て
﹂﹃
朝
鮮
文
化
研
究
﹄

八
、
二
〇
〇
一
年
の
冒
頭
二
章
に
最
も
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
最
近
、
武
漢
大
学
劉
安
志
も
日
本
の
﹃
唐
会
要
﹄
研
究
の
成
果

を
取
り
入
れ
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
日
中
の
研
究
動
向
を
整
理
し

た
も
の
で
は
、
劉
安
志
・
李
艶
霊
・
王
琴
﹁︽
唐
会
要
︾
整
理
与
研
究

成
果
述
評
﹂﹃
中
国
史
研
究
動
態
﹄
二
〇
一
七
︱
四
が
あ
る
。

（
32
（　

筆
者
が
調
査
し
た
の
は
前
掲
の
典
拠
一
覧
に
列
挙
し
た
十
種
。

一
八
七
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台
北
国
立
中
央
図
書
館
・
静
嘉
堂
所
蔵
の
殿
版
と
抄
本
に
つ
い
て
は
、

金
沢
大
学
古
畑
徹
氏
よ
り
多
大
な
る
ご
助
力
と
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

心
よ
り
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
33
（　

巻
九
八
迴
紇
（
二
〇
七
三
頁
（。
巻
六
和
蕃
公
主
雑
録
で
は
﹁
送

公
主
爲
回
紇
可
敦
歸
國
及
加
册
可
汗
等
使
﹂（
八
九
頁
（
と
記
す
。

（
34
（　
﹃
白
氏
長
慶
集
﹄
巻
五
〇
﹁
裴
通
除
檢
校
左
散
騎
常
侍
抒
御
史
大

夫
充
迴
鶻
弔
祭
册
立
使
制
﹂
お
よ
び
巻
五
一
﹁
祭
迴
鶻
可
汗
文
﹂（
朱

金
城
箋
注
﹃
白
居
易
集
箋
校
﹄
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、

二
九
五
三
頁
、
三
〇
二
八
頁
。
以
下
﹃
箋
校
﹄（。
ま
た
﹁
册
新
迴
鶻

可
汗
文
﹂（﹃
白
氏
長
慶
集
﹄
巻
五
〇
、﹃
箋
校
﹄
二
九
四
六
頁
（
に
も

裴
通
と
副
使
賈
疄
の
名
が
記
さ
れ
る
。

（
35
（　

白
居
易
の
﹁
册
迴
鶻
可
汗
加
號
文
﹂（﹃
白
氏
長
慶
集
﹄
巻
五
〇
、

﹃
箋
校
﹄
二
九
四
七
～
二
九
四
八
頁
（
は
、
文
中
に
﹁
旣
降
和
親
之

命
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
主
降
嫁
に
伴
う
加
号
の
文
章
だ
と
判
断

で
き
る
。
し
か
し
、
日
付
の
長
慶
元
年
の
月
日
と
派
遣
使
者
名
を

﹁
某
﹂、
可
汗
名
を
﹁
天
親
可
汗
﹂
と
し
、
時
期
と
可
汗
名
と
が
矛
盾

す
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
一
文
は
、
太
和
公
主
の
降
嫁
が
決
定
し
、
ま

だ
白
居
易
が
使
者
名
や
加
号
を
通
知
さ
れ
な
い
時
点
に
お
い
て
前
代

咸
安
公
主
の
際
の
も
の
を
参
照
し
つ
つ
書
い
た
草
稿
と
思
わ
れ
る
。

（
36
（　
﹃
冊
府
﹄
巻
九
八
〇
外
臣
部
通
好
門
、
宝
暦
元
年
四
月
条
（
宋
本

三
九
一
六
頁
、
明
本
一
一
五
一
六
頁
（。

（
37
（　
〈
表
１
〉﹃
冊
府
﹄
巻
九
六
五
の
昭
礼
可
汗
の
冊
立
使
記
事
は
、

﹃
旧
書
﹄
敬
宗
紀
の
情
報
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、﹃
旧
書
﹄

迴
紇
伝
の
長
慶
二
年
の
記
事
に
は
錯
簡
が
み
ら
れ
る
。

（
38
（　
﹃
冊
府
﹄
巻
六
五
三
奉
使
部
称
旨
門
（
宋
本
二
一
九
一
頁
、
明
本

七
八
二
七
頁
（
お
よ
び
巻
六
六
二
奉
使
部
絶
域
門
（
宋
本
な
し
、
明

本
七
九
二
八
頁
（
で
は
、
鄭
権
の
帰
国
時
間
を
長
慶
二
年
（
八
二
二
（

と
す
る
。

（
39
（　
﹃
韓
昌
黎
集
﹄
巻
二
一
（
劉
真
倫
・
岳
珍
校
注
﹃
韓
愈
文
集
彙
校

箋
注
﹄
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
、
一
二
〇
六
頁
、
以
下
﹃
箋
注
﹄（、

ま
た
﹃
文
苑
英
華
﹄
巻
七
三
〇
、
中
華
書
局
、
一
九
六
六
年
、
三
七

九
二
頁
。

（
40
（　
﹃
唐
会
要
﹄
の
注
に
つ
い
て
は
、
鄭
明
前
掲
註
（
17
（
論
文
、
一

七
四
～
一
七
六
頁
参
照
。

（
41
（　
﹃
韓
昌
黎
集
﹄
巻
二
一
（﹃
箋
注
﹄
一
一
六
二
～
一
一
六
九
頁
（。

な
お
﹃
文
苑
英
華
﹄
巻
七
三
〇
、
三
七
九
二
頁
で
は
﹁
十
三
年
﹂
と

す
る
が
、﹃
箋
注
﹄
に
従
う
。

（
42
（　

あ
る
い
は
韓
愈
の
文
章
を
参
照
し
、﹁
持
節
往
賜
君
長
﹂
を
可
汗

冊
立
の
任
務
と
誤
読
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
43
（　
﹃
冊
府
﹄
巻
九
六
五
外
臣
部
封
冊
門
三
（
宋
本
な
し
（
で
は
、

﹁
騰
里
野
合
倶
祿
毗
伽
可
汗
﹂
が
死
去
し
た
た
め
保
義
可
汗
を
冊
立

し
、
柳
晟
を
そ
の
使
者
に
任
命
し
た
と
あ
る
（
明
本
一
一
三
五
三
頁
、

一
八
八
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ウ
イ
グ
ル
可
汗
の
系
譜
と
唐
宋
漢
籍
史
料
　
　
村
井

〈
表
１
〉（。
し
か
し
﹃
冊
府
﹄
の
他
巻
に
は
こ
の
可
汗
名
の
表
記
は
な

く
、
一
方
で
﹃
通
鑑
﹄
巻
二
三
六
永
貞
元
年
十
一
月
条
﹁
回
鶻
懷
信

可
汗
卒
、
遣
鴻
臚
少
卿
孫
杲
臨
弔
、
册
其
嗣
爲
騰
里
野
合
倶
錄
毗
伽

可
汗
﹂（
七
六
二
三
頁
（
の
表
記
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
明
代

に
﹃
通
鑑
﹄
を
参
照
し
、
こ
の
可
汗
名
を
補
入
し
た
と
み
ら
れ
る
。

（
44
（　

各
可
汗
の
在
位
年
も
再
考
の
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
本
稿
で

は
扱
わ
な
い
。

（
45
（　
﹃
白
氏
長
慶
集
﹄
巻
五
一
﹁
賈
疄
入
迴
鶻
副
使
授
抒
御
史
中
丞
賜

紫
金
魚
袋
制
﹂（﹃
箋
校
﹄
三
〇
一
八
頁
（
お
よ
び
﹁
册
新
迴
鶻
可
汗

文
﹂（
前
掲
註
（
34
（（。

（
46
（　

た
と
え
ば
、
薛
宗
正
著
﹃
回
紇
史
初
探
﹄
甘
粛
民
族
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
、
二
八
三
～
二
九
五
頁
。

（
神
戸
大
学
人
文
学
研
究
科
・
准
教
授
（

一
八
九



on foreign sources.
     Moreover, during the period of the hu domination of Northern China, 
instability in the supply of horses was by no means confined solely to the 
Later Chao, for even the Northern Wei Dynasty, which subjugated the Sixteen 
Kingdoms, on the occasion of transferring its capital to Luoyang, met with 
opposition arguing that “shifting the center to the south will hinder the supply 
of cavalry mounts.” In other words, even in states centered around nomadic 
people, whenever the dominant area was shifted to an agrarian base, it 
remained crucial that diplomatic relations with nomadic groups of the north 
continue, in order to guarantee a stable supply of horses for the military, an 
issue that should always be kept in mind when considering in the broader 
sense the structural dominance of agrarian regions by “Dynasties of 
Conquest.”

The Genealogy of the Uighur Kaghans and the Han Chinese Written Sources
of the Tang and Song Periods: From Huaixin to Baoyi

MURAI Kyoko

     A perception gap has been created between academic circles of Japan 
and China regarding the genealogy of the Uighur kaghans from Huaixin 懷信 
to Baoyi 保義 . In Japan in 1951, Yamada Nobuo overturned the conventional 
opinion about the kaghan genealogy, Huaixin → Tengli 滕里 → Baoyi, 
arguing a direct succession from Huaixin to Baoyi and winning general 
acceptance. Then in Taiwan in 1978, Liu Yitang launched a broadside against 
Yamada’s hypothesis, supporting the previous tripartite genealogy, winning 
general acceptance throughout Chinese academia.
     The cause of this gap has arisen from alleged “confusion” about the 
existing Han Chinese historiography. The present article is an attempt to 
reconsider the problem of the kaghan genealogy as a problem of the Han 
Chinese sources, employing two different approaches: the first approach 
being to reorganize the information in the Tang and Song Period sources 
focusing on diaoji celishi 弔祭册立使 , Tang Dynasty envoys dispatched to 

ii



the Uighur court to express condolences on occasion of the death of a kaghan 
and to approve his successor; the second to examine newly discovered 
sources containing the epitaphs of those envoys. In addition, the author also 
reviews the character and quality of the Han Chinese sources in question.
     Because the kaghan genealogy issue existed before the 6th year of the 
Dazhong 大中 Era (852), the related sources may be arranged chronolog-
ically as Tanghuiyao 唐會要→ Jiutangshu 舊唐書→ Cefuyuangui 册府元龜
→ Xintangshu 新 唐 書 → Zizhitongjian 資 治 通 鑑 , and the specific 
information regarding kaghans generally unfolds along this same continuum. 
Based on the above two approaches, the author concludes the following. To 
begin with, the Tanghuiyao diaoji celishi in 
the items written about the succession of the Uighur kaghans, creating a 
misunderstanding about the existence of a Tengli Kaghan, thus confirming 
the Yamada hypothesis. Moreover, the later sources in the source chronology 
not only occasionally base their accounts on the Tanghuiyao’s misin-
formation, but also changed the narrative with their different editorial 
policies, thus leading to their “confusion” about the kaghan genealogy.

On Textual Problems of the 

ARAI Yuta

     This article begins with an overview of the present situation regarding 
manuscript research on  (Book of Examples), a seven-volume 
Arabic historical work by the 14th

the author’s mention of the textual problems in its critical editions, and his 
examination of one of those editions through the recension with the older 
manuscripts.
     The critical edition of  most widely used today was 

presumed to have come from some manuscript group copied in the 19th 

especially from Volumes II to VII corresponding to the work’s historical 

iii
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